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 開  会  

 委 員 長  おはようございます。 

 本日の出席委員は、１５人につき、定足数に達しております。 

 これから本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

 委 員 長  決算審査特別委員会を昨日に引き続き行います。 

 まず、最初にこども課の説明を求めます。 

こども課長 

こども課長  おはようございます。 

 それでは、こども課の平成２８年度決算について、説明をさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 決算書の７５ページをお願いいたします。 

 ２款１項２７目こども未来センター費用です。予算現額合計５６５万円に対しまし

て、支出済額５５２万４,５９０円です。 

 支出の主なものは、こども未来センター全体の運営にかかる経費と各会議、委員会

に係る報酬及び２人の相談員の人件費が主なものです。 

 次に、少しページが飛びますが、１０５ページ下段から１０９ページまでがこども

課分になります。 

 まず、１０７ページをお願いいたします。 

 ３款２項１目児童福祉費総務費です。 

 需用費や委託料に教育課分が含まれますので、こども課分を説明させていただきま

す。 

 ここでは子育て支援センターの施設と事業費用、学童保育施設と運営費用、児童福

祉課係に係る経費となっております。 

 こども課の児童福祉総務費は、職員人件費と教育課分を除きまして、予算額４,１０

７万７,０００円で、支出済額が３,７２４万１,８３８円です。昨年度より５７４万９,

０００円増で、約１８％増加しております。 

 主な支出につきましては、賃金で、こども課職員の育児休暇代替臨時職員賃金の１

３０万１,２７５円、需用費の学童保育と子育て支援センターの修繕費で３５万９,１

３９円、委託料で、学童保育所運営委託料が、利用者増による待機児童対策と支援員

の処遇改善による給与の増額などによるもので、前年度より６１８万円の増で２,０２

７万８,５５６円となっております。 

 １０９ページをお願いいたします。 

 工事請負費で、東小田小学童保育のエアコン取り換え工事と中牟田小学校学童保育

の待機児童対策で、第２学童の部屋の確保のための体育館ミーティングルーム改修工

事費用の、合わせて１００万４,４００円を支出しております。 

 また備品では、支援センター備品として赤ちゃんの駅事業のイベントのときなど、

貸し出し用のおむつ換え台を５万円、庁用備品としまして、子育て支援センター遊具

などで３万６千円、ことばの教室用のいすや机などの備品で１９万６,８２１円。 

 また、三輪小の学童保育定員超えに対しまして、第２学童を整備した際の机や冷蔵

庫等の備品で４０万９,８６０円を支出しております。 

 次に、２目児童措置費です。 

 健康課、教育課分が一部ありますので、こども課分を説明いたします。 

 こども課分の予算額は５億７,５０３万３,６６４円で、支出済額合計が５億７,２８

２万８,２１２円となっています。 

 主なものは、保育所等の運営にかかわるものです。２７年度より１億５,５６２万８,
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９６０円の増で、３７％の増額となっています。 

 支出の主なものとしましては、委託料として町内の民間保育所３カ所、管外の１１

施設に対しまして、保育にかかる費用として４億２,６２３万９,６６４円を支出して

おります。 

 保育所入所希望者の増加及び国の基準単価の増額により、昨年度より２,０９９万

３,０００円の増額となっています。 

 負担金補助及び交付金では、支出済額１億４,５３５万５,０００円で、民間保育所

への補助金です。前年度より１億３,４１０万円の増で、新設されましたあさひ保育園

の建設に１憶２,９８１万４,０００円を支出しております。詳しくは後ほど成果報告

の、町補助金、負担金の支出調べ状況で報告させていただきます。 

 ３目母子福祉費です。 

 筑前町母子寡婦福祉会に対する補助金と旅費で、合計３万３００円を支出しており

ます。 

 次に、４目美和みどり保育所費です。 

 職員の人件費を除きまして、予算現額５,７９８万１,０００円、決算額は５,６８４

万６,２３５円となっております。前年度より１１８万６,７２９円の増額となってい

ます。町立保育所の運営にかかる経費が主なものです。 

 １１１ページから１１３ページですが、０歳、１歳、２歳の低年齢児の増加と障害

のある幼児の対応に、嘱託職員、臨時職員、代替職員の賃金と給食の提供にかかわる

経費、施設整備の保守管理や園舎の管理に関するものです。 

 １１３ページでは、工事請負費として園舎の空調や老朽化の工事と低年齢児が増え

たことによるトイレの工事を行いました。 

 備品では、組み立て式の入場門を購入しております。 

 決算については、以上です。 

 次に、主要施策の成果及び将来の課題です。別冊資料をお願いいたします。 

 ９６ページをお願いいたします。 

 別冊の９６ページから１０３ページがこども課分になります。 

 主な内容の説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 ９６ページは、こども未来センターの事業からです。 

 こども未来センターでは、子どもの人権擁護の立場から、子ども、子育てに関する

相談や関係機関との連絡調整機能、児童虐待の予防、児童の居場所の確保など、子ど

もへの支援が主な事業です。子どもの権利擁護や総合的な相談機能については記載の

とおりで、計画的な啓発活動を実施することが課題です。 

 総合的な相談業務として、子どもとその保護者や学校、地域の住民の方からの電話

や来所、必要により家庭訪問などで個別相談対応をしており、相談件数は延べ３１０

件で、例年とほぼ件数は変化ありません。虐待や保護者の疾患や障害等による養育相

談が約半数以上を占めている状況です。 

 子どもの居場所の確保であるミラクルームでは、利用者が延べ２５６人で、前年よ

り延べ人数ですが５０名の増加です。家庭から学校までの中間の場所として、教育課

と連携しながら支援に努めております。 

 次の児童虐待防止と９７ページの要保護児童対策につきましては、近所や関係機関

からの通告も含め、虐待疑いなどで、事実確認や生命維持の安全確認、関係機関や児

童相談所との連携会議を開催しながら、個別の対応を行いました。 

 ２８年度虐待対応実人数としましては、新規の１７名を加え５７名でした。前年と

ほぼ同数です。 

 相談や虐待通告に際し、現在２名の家庭相談員、家庭児童相談員が迅速な対応を的
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確に判断しながら、その家庭の歴史と長期に関わり関係機関と連携を取りながら相談

しております。知識と経験を備えた人材の継続的な確保が今後の大きな課題となって

おります。 

 次の児童福祉係の地域子育て支援拠点事業では、２カ所の子育て支援センターの事

業です。子育て世代の交流や相談、情報提供やイベントなどを行っております。参加

者数は記載のとおりとなっております。 

 ２カ所での事業実施においては、保育士の確保が課題です。 

 次に、９８ページをお願いいたします。 

 赤ちゃんの駅事業は、町内一般の事業者の方のご協力により開設数は、公設、施設

合わせて６０カ所となりました。年に１回はすべての事業所を巡回し、利用状況など

聞き取りをしております。利用が多いのは公共施設ですが、個人の事業所は、利用の

少ないところもありますが、外出時のおむつ替えなど、立ち寄り所の確保のため継続

して協力をいただいているところです。今後も利用者が利用しやすい工夫と、ふるさ

と納税基金の活用について検討が課題です。 

 次に、利用者支援事業は、子ども子育て支援制度の新しい事業の１つで、子どもや

その保護者、妊娠中の方などが、教育保育施設や地域の子育て支援事業などを円滑に

利用できるようサポートする事業です。 

 子育て支援センターに嘱託の保育士を相談員として置き、相談や情報提供を行って

おります。 

 次に、幼児版「ことばの教室」です。 

 ２７年度に開設し、２年目となります。 

 利用者は、１年目が３３人の実人員でしたが、２８年度は前年度からの継続相談に

加え、新規受付も２０名あり、１日４コマはほとんど埋まっておる状況です。発達や

言語に心配な子どもさんが増えていることを実感しております。関係機関と連携し、

その継続的な支援が課題となっております。 

 次からは、こども課児童福祉係の業務です。 

 放課後児童健全育成事業、学童保育につきましては、社会福祉協議会に運営を委託

しており、町内３カ所の学童保育所で、２８年度入所児童数の内訳は記載のとおりで

すが、すべて合計いたしますと、延べ２,５２５人で、前年度より、延べ２７８人の増

加で、３カ所の各学童で利用が増えております。 

 学童の待機児童入所解消対策としまして、三輪小学校の学童、みわっ子さんさんク

ラブでは、昨年度より延べ７９名が増えており、三輪小学校の特別教室を利用し、第

２学童として、子どもたちが２０名ほど利用しております。 

 中牟田小学校のすくすくクラブでは、体育館の一部を改修し、第２学童として整備

しております。 

 ２８年度は学校の協力により、校内の特別教室や施設を利用しておりますが、学校

の入学者数により使用できないことがあるため、今後の場所の確保についてが重要課

題です。 

 ９９ページです。 

 子ども・子育て支援事業計画推進事務と里親制度事業は、記載のとおりとなってお

ります。 

 次に、保育所関連です。 

 民間保育所創設事業では、社会福祉法人すぎのこ会があさひ保育園を朝日地区に新

設し、平成２９年４月１日より、定員９０名で入所を開始いたしました。 

 これまで町内の保育所は４カ所の民間認可保育所と１カ所の町立保育所で、合計５

カ所となりました。 

 保育所に関する事務では、町内及び広域入所など、入所、退所の手続き、教育、保
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育認定や施設に対する運営費、支払い等の事務処理を行っております。 

 記載のとおり、町内外合わせて１５施設、合計入所者数は延べ７,０５４名で、前年

度より延べ数で２２２名の増加となっています。 

 民間認可保育園が１カ所増えましたが、０歳、１歳、２歳の低年齢の入所が増加し

ており、保育所の確保が難しく、町全体で今後の課題となっております。 

 １００ページをお願いいたします。 

 特別保育事業としましては、一時預かり、延長保育、障害児保育を実施している民

間保育所に対し、実績に応じ補助を行っております。 

 内容は記載のとおりですが、障害児保育の受け入れ人数が、４つの園のうち３カ所

で増加しております。篠隈保育所で前年度０でしたが２８年度は４名に、白梅保育園

では３名増加して７名に、美和みどり保育園におきましては１２名の増で、２８年度

が１６名となっております。 

 こちらも保育士の確保が課題で、障害児を保育する体制として、町全体の問題とな

っております。 

 保育料徴収事務は、保育料の賦課徴収に係るもので、滞納者に対し督促状の発行や

分納相談を行っております。 

 後の１０２ページ、保育料の徴収状況の表で後ほどご説明させていただきます。 

 母子・父子・寡婦福祉事業は掲載のとおりです。 

 次の１０１ページからが美和みどり保育所です。 

 日常保育業務では運営基準を遵守し、保育理念及び保育方針に基づき実施しており

ます。 

 次の一時預かり、延長保育については記載のとおりですけれども、延長保育が前年

度より延べ２１７名の増加です。地域支援として、入所していない乳幼児や保護者が、

いつでも気軽に参加できる園庭開放や子育て相談や情報の提供を行っております。 

 給食調理業務では、安全・安心な旬の野菜を使って、成長に合わせた給食を提供し

ております。また、保育所管理栄養士による子どもや保護者への食事指導や地域での

講習会の講師など、町全体の食育の推進にも取り組んでおります。 

 １０２ページをお願いいたします。 

 保育料の賦課徴収にかかわるものです。 

 過年度分につきましては、平成２２年度から２７年度分調定額に対し、６５.３％の

徴収率です。前年度より６.８％増加しております。 

 また２８年度は９８.９％の徴収率で、前年度より０.７％の増でした。 

 滞納繰越金では、過年度と合わせまして２７５万３,０２３円を２９年度に繰り越し

ております。前年より６８万４,７７５円の減となっております。 

 次に、１５２ページをお願いいたします。 

 １５２ページです。 

 平成２８年度補助金、負担金の支出状況の一覧です。 

 まず、保育所等整備事業費補助金であさひ保育園創設事業費で、建設に関する補助

金です。予算額、交付支出済額とも１億２,９８１万４,０００円となっております。 

 その内訳は、国の補助基準に基づき、国が１億１,５３９万円、町の単費より１,４

４２万４,０００円の支出となっております。 

 次の特別保育事業費補助金は、記載の民間保育所３園の延長保育、一時預かり、障

害児保育の実績に対し、補助金として各園に支出をしております。 

 その他の補助金については、希望のあった各園に対し、国の補助基準に基づき支出

をしております。 

 以上で、こども課分の決算及び成果と課題について、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 
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河内委員 

 河内委員  決算書の１０９、１１０ページ、１節と２節なんですけども、嘱託職員と一般職の

割合はどんなになっているか、お尋ねします。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 

 正職が１５名、嘱託職７名、臨時職が５名となっております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  今後の新規正職の採用の予定はあるんでしょうか、お尋ねをいたします。 

 委 員 長  総務課長 

 総務課長  人事のことになりますので、総務課のほうから回答させていただきます。 

 本年度１名採用を予定しているところです。来年度ですね。 

 今年、採用試験をして、来年度、採用１名を予定しているということでございます。

以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  その後の採用予定は、分かったら教えてください。 

 委 員 長  総務課長 

 総務課長  お答えします。 

 退職が出れば、採用していくという考えで、現在は進めております。 

 結構、保育所、高齢の方がおられますので、再度また検討して、採用していかなけ

ればならないかなとは思っております。以上です。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  資料です。１０１ページ。 

 美和みどり保育所についてなんですが、美和みどり保育所に限らず各民間の保育所

におきましても障害児の方を受け入れていただいて、保育していただいていると思い

ますが。 

 確かですね、美和みどりは、以前、看護師の雇用があったんじゃないかなというふ

う思います。他の民間も看護師の雇用はしてあるんじゃないかと思いますが、今、状

況はどのようになっているんでしょうか。看護師がおられない中で対応が大丈夫なん

でしょうか、お伺いします。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 

 現在保育のほうは保育士で対応している状況です。 

 それから、医療が必要な子どもさんがおられれば、看護師をというところがありま

すけれども、それは必ず置かなければならないというような規定は、現在はございま

せん。 

 町内の保育所で看護師さんがおられるところは、なずな保育園、白梅保育園、あさ

ひ保育園では看護師さんがおられる状況です。以上です。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員   美和みどり保育所に対してですね、医療的ケアが必要な子どもさんが入所を希望さ

れたようなことをお聞きしておりますが、そういった場合、看護師さんがおられない

と対応できないんじゃないかと思いますし、看護師さんがいなくても、この対応とい

うのはできるんでしょうか。 

 看護師さんがおられたら、入所受け入れというのが可能なのでしょうか。その点を

確認いたします。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 
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 医療行為につきましては、看護師さんがおられるのが必要かと思われます。 

 現在のところ、美和みどり保育所では、医療行為の必要な乳幼児さんの入所はない

状況です。 

 また、対定数もございまして、入所の希望が多い状況となっておりますので、対定

数においての検討とか、全体のバランスというのも必要になってくるかと思われま

す。以上です。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  美和みどり保育所は、いわゆる唯一の公立保育所でございますので、やはりそうい

うふうに医療的ケアが必要な方の入所があればですね、やはり率先して受け入れをお

願いしたいなと思いますし、そのためにも看護師というのは必要じゃないかなと思い

ますので、ぜひ、この点ですね、やっぱり保護者の気持ちをしっかり受け止めていた

だきまして、善処していただきたいと思います。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 

 障害児保育につきましては、やはり、今現在、先ほども説明をさせていただきまし

たように、子どもの人数が増えている状況でございます。 

 町全体の問題といたしましても、障害児保育に関しまして検討していかなければな

らないと思っております。 

 また、具体的に美和みどり保育所を希望されて、また医療行為が必要な方、医療の

程度もあるかとは思いますけれども、そういった方に対しまして、やはり細かく聞き

取りをした上で、検討をしていかないといけない問題だと思っております。以上です。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  資料のほうでお尋ねいたします。 

 ページは９７ページ、こども未来センターのところでございます。 

 いのちの授業というところで、成果、参加対象者ということで、中学校でございま

すけども、夜須中学校が２、３年生徒ということで、三輪中学校は全生徒ということ

でございます。 

 テーマ、内容等にもよるかと思われますけども、全生徒の参加が望ましいと考えま

すけども、その点についての考え、見解を求めたいと思います。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 

 いのちの授業の開催内容につきましては、各学校のほうでの決定となっておりま

す。こども未来センターといたしましては、その内容の取り組みに応じての補助事業

となっておりますので、その小中学校、各学校での対象者の方、それからテーマの選

び方、それから講師については各学校で、各自で検討をしていただいておる内容とな

っております。以上です。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  そのように私も思うわけでございますけども、このいのちの授業というなのは、子

どもたちの学校または家庭等を含めましてですね、いろんな状況というのは日々変化

すること等も考えられます。 

 ということ等を考えれば、このいのちの授業の開催というのはもの、すごく大切な

ことじゃないかなというふうに考えるわけでございます。 

 年に、それぞれ中学校、小学校１回開催されてあるものであれば、なおですね、で

きるだけ多くの児童生徒が参加できるような、そういった姿が望ましいということじ

ゃないかなと思いますけれども、そういった観点に立っての見解を求めたいと思いま

す。 
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 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えさせていただきます。 

 いのちの授業につきましては、たいへん成長期、思春期も含めまして、子どもの成

長時期に命の大切さを学ぶことは、たいへん重要なことだと、私も思っております。 

 各学校の取り組みではございますが、こども未来センターといたしましても、子ど

もの権利条件とか権利条約とか権利の擁護も含めまして、啓発活動もございますけれ

ども、そういった中で命の大切さというものを、また学校のほうに、また教育課とと

もにお願いをしながら、この事業を進めてまいりたいと思います。以上です。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  よろしくお願いいたしたいと思います。 

 １回や２回でもですね、開催できれば、なおよろしいかと思いますし、できるだけ

この１年の年間を通して、各全児童がこういったいのちの授業へ参加できるような対

象をですね、ぜひいろいろと取り組んでいただきたいと思います。 

 もう１点、質問いたしますけども、９９ページでございます。 

 児童福祉係の保育所入所に関係する業務ということで、先ほど少し課長のほうから

説明がございました。入所児童数でございます。 

 美和みどり保育所、定員が１５０名に対して約１３５名ということで、これは１日

当たりにもそういうふうになるのかなと思われます。 

 あと篠隈保育所、なずな保育所、白梅保育所でございますけども、定数が、篠隈が

１３０名に対して１６４名、それからなずなが１２０名に対して１５３名、それから

白梅が１００名に対して１２３名ということで、定員よりもかなり３つの保育所は定

員が多いわけでございます。 

 先ほど課長のほうは、保育士の確保等が問題であるということを申されましたけど

も、保育所そのものの施設とか、その他にもいろんな課題等はですね、生じているん

ではないかなというふうに感じるわけでございます。 

 これは、解消へ向けてのですね、取り組み等も必要かと思われますけども、どのよ

うな問題等があるのか、また、解消に向けての取り組み等について、説明を求めたい

と思います。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 

 定員よりも実際の、月平均ですけれども、入所人数が多いということでのご質問か

と思います。 

 この２８年度の決算につきましては、白梅保育園の開設のこともありまして、美和

みどり保育所の入所のほうを調節して、白梅のほうの入所に持って行ったりとか、ま

た、あさひ保育園の開所に先立ちまして、夜須地区の保育所のほうでの定員を、少し

入っていただいたようなところがございます。少し調整をさせていただいたところが

あるということです。以上です。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  あさひ保育所の新設等もございまして、現在と、これから将来に向けては、保育所

としては、もう十分、子どもたちの受け入れは大丈夫というふうに考えておられます

でしょうか。今後についてはいかがでございますか。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えをさせていただきます。 

 今現在、０、１、２歳、未満児さんの、非常に入所の希望が増えておる状況がござ

います。現在でもその入所に関しまして、非常に各園努力をしていただいております

が、今後もそういった低年齢児の入所の希望は、増えてくる可能性があるかと思いま
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す。 

 入所施設数につきましては、なかなか、また新しいところのまた建設というのは難

しいかと思いますけれども、各園お願いをしたりとか、それから保育士さんの確保な

どスタッフの充実、それから町全体のそういった保育体制の充実に向けて頑張ってい

けたらと思っております。以上です。 

 委 員 長  梅田委員 

 梅田委員  資料９８ページ、幼児版の「ことばの教室」、本当におかげさまで開設していただ

いて利用があっているわけなんですけれども、週１回の１日４コマ、すべて利用があ

るということなんですが、今後、利用が増えてきた場合、対応は大丈夫なんでしょう

か。 

 言語聴覚士さんが、あまり確保ができないというようなことも聞いておりますけれ

ども、なんとか努力をしていただきたいなと思います。 

 それと関係機関との連絡調整、これは言語聴覚士さんを通じて連絡調整が行われて

いるんだろうと思いますが、そこが速やかに行われて、そして次のステップの支援に

繋げられているのかなと思いますが、その点をお伺いいたします。 

 委 員 長  こども課長 

こども課長  お答えいたします。 

 梅田委員のおっしゃいますように、非常に「ことばの教室」の利用が増えておると

ころです。関係機関と申し上げましたけれども、これも庁舎内でしたら健康課の療育

相談の部門でありますとか、また、子育て支援センターでありますとか、それから未

来センターとのかかわりがあるようなケースもございます。 

 あと、こぐま学園でありますとか、ヨゼフ園でありますとか、専門機関への繋ぎの

場所、またはそこへ行きだすまでの中間で、受け皿としての役割が大きくなっておる

ところです。 

 そういったところと個別に、非常に細かい連絡調整にはなるんですけれども、保護

者の方を通しまして、子どもさんの状況の確認と、それからその先々の関係機関との

調整、連絡というのを、個別に細かくやっておる状況です。以上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 質疑がないようです。 

 以上で、こども課を終わります。 

 委 員 長  それでは、農林商工課、農業委員会の説明を求めます。 

農林商工課長 

農林商工課長  農業委員会、農林商工課の説明をいたします。 

 それでは、決算書７７ページ、７８ページをお願いいたします。 

 ２款１項３２目地方創生費、支出済額３,４９９万円のうち、７９ページ、８０ペー

ジのほうでございますが、１３節委託料、筑前町六次化・創業スクール事業委託料６

８２万５,０００円につきましては、生産者、事業者の所得拡大やＵ・Ｉ・Ｊターンを

促進するために６次化創業スクール開催などを委託したものでございます。 

 また１８節備品購入費、支出済１６６万８,０００円につきましては、商品開発を促

進するために男女共同参画センターリブラの調理室を整備したものでございます。 

 同款３３目地方創生拠点整備でございますが、２億８９万５,０００円につきまして

は、弁当工房新築整備事業として、２９年度に繰越明許手続きを行ったものでござい

ます。 

 なお、本会議につきまして、契約関係の議案上程を予定しておりますので、それに

つきましてもよろしくお願いいたします。 

 飛びまして、１２３ページ、１２４ページをお願いいたします。 
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 ５款１項１目農業委員会費です。支出済額２,２９９万４,０００円であり、主なも

のといたしましては、１節報酬９３５万２,０００円は、農業委員報酬及び嘱託職員１

名の報酬でございます。 

 １２５、１２６ページ、お願いいたします。 

 ９節旅費４２万８,０００円は、農業委員会開催時の費用弁償及び普通旅費でござい

ます。 

 １９節負担金補助及び交付金３２万１,０００円につきましては、上部団体でありま

す福岡県農業会議等への負担金でございます。 

 同款同項２目農業総務費です。支出済額５,８４９万２,０００円です。 

 主なものといたしましては、１節報酬５３万７,０００円は、農事組合長さんたちへ

の報酬でございます。 

 １２７、１２８ページ、お願いいたします。 

 同款同項３目農業振興費です。支出済額３億９,９９７万１,０００円です。 

 そのうち１９節負担金補助及び交付金２億７,８８２万７,０００円につきまして

は、ハウスなどの園芸農家に対し、省力栽培施設導入などに対する支援である活力あ

る高収益型園芸産地育成事業やトラクターなどの高性能機械導入に対する支援、水田

農業担い手機械導入支援事業、それから新規就農者に対する支援でございます青年就

農給付金、条件不利地域である山間部に対する中山間地域等直接支払交付金、ＪＡ三

輪カントリーの改修に係る強い農業づくり交付金、町内全体で取り組まれております

農地・水環境保全事業に対する交付金などでございます。 

 １２９、１３０ページをお願いいたします。 

 地方創生６次化等推進事業補助金につきましては、町内で生産された農畜産物によ

る新たな加工品の開発、加工・販売までを行う６次産業化の取り組みに対し、支援を

行ってきたものでございます。 

 地域集積協力金及び農地集積交付金は、農地中間管理機構を通じた農地集積に対す

る交付金でございます。 

 次に、同款同項４目畜産費につきましては、支出済額１３万円でございます。 

 続きまして、同款同項５目農地費、支出済額７,９５７万９,０００円です。 

 主なものは、県営暗渠排水二期事業認可申請のための事前調査である経営体育成基

盤整備事業負担金、それから両筑土地改良区の施設管理に要する経費を、国と町それ

ぞれ２分の１を行っております国営造成施設管理体制整備促進支援事業でございま

す。 

 また、農業基盤整備促進事業につきましては、三輪東部ブロックで施工を行いまし

た暗渠排水事業の補助金でございます。 

 両筑第一地区県営二期事業負担金及び両筑第二県営二期事業負担金につきまして

は、両筑施設改修の負担金でございます。 

 続きまして、同款同項６目農業土木費、支出済額３,３１４万９,０００円でござい

ます。 

 このうち１５節工事請負費につきましては、昨年度より施工いたしました曽根田地

区湯ノ谷ため池浚渫護岸補修工事の２期工事及び当所地区浦山ため池の底樋改修工

事などでございます。 

 １９節負担金補助及び交付金のうち農業土木整備補助金につきましては、各行政区

などが地元で施工を行う簡易な維持補修工事に対しまして、町が支援をしたものでご

ざいます。ちなみに平成２８年度は９組織でございました。 

 県営ため池等整備事業費負担金は、栗田地区堂ノ浦ため池整備事業の地元負担金で

ございます。 

 １３１ページ、１３２ページをお願いいたします。 
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 同款２項林業費、１目林業総務費、支出済額１４０万円でございます。 

 主なものは、１９節負担金補助及び交付金のうち有害鳥獣駆除協議会補助金でござ

います。 

 次に、同款同項２目林業振興費、支出済額５０２万４,０００円でございます。 

 主なものは、１３節委託料の、福岡県の森林環境税を活用し、朝倉森林組合に施業

委託いたしました荒廃森林再生事業整備施業委託料３９４万９千円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金、町内生産組合の育成補助及び朝倉森林組合の負担金

などでございます。 

 続きまして、６款１項１目商工総務費、支出済額１,４７８万８,０００円でござい

ます。 

 １３３、１３４ページをお願いいたします。 

 主なものは、１９節負担金補助及び交付金のうち、筑前町商工会が発行するプレミ

アム商品券に対する支援及び商工会の運営助成などを行ったものでございます。 

 同款同項４目労働総務費は、支出済額２万円でございました。 

 １３５、１３６ページをお願いいたします。 

 最後に、同款同項５目消費者行政推進費、支出済額４０５万２,０００円でございま

す。 

 主なものは、平成２７年度より消費生活センターの運営を広域財団法人のほうへ、

業務委託した相談員委託料でございます。 

 以上で、決算書の説明を終わります。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料のほうをお願いいたします。 

 １０９ページをお願いします。 

 まず、地方創生費でございます。 

 ご存じのとおり、まち・ひと・しごと創生の理念のもと、地域振興、活性化をめざ

し農産物の生産者、事業者の所得拡大や雇用の確保、Ｕ・Ｉ・Ｊターンを促進するた

め六次化・創業スクールを開催したところでございます。 

 当初の講演会におきましては１１３名の参加があり、町民の皆様の関心の高さが伺

われたところでございます。 

 またその後、定期的に六次化スクールを開催し、年度末におきましては、実践販売

といたしまして六次化マルシェを開催したところでございます。 

 続きまして、農業委員会費です。 

 農業委員会におきましては、毎月、定例総会開催及び随時運営委員会などを開催し、

円滑な農業委員会の運営を図ってまいりました。 

 この中で農地の権利移動である農地法３条、農地転用である農地法４条、農地法５

条の審査、許認可業務や遊休農地防止のための農地パトロールの開催、農業生産法人

の適正な運営管理の確認、農地の権利移動等の迅速なデータの更新による農地基本台

帳の整備、農業経営基盤強化促進法による賃貸借などの権利設定事務などを適正に行

ったところでございます。 

 次に、１１０ページをお願いいたします。 

 １１０ページの最上段に掲げておりますように、農業者年金制度の拡充強化などを

目的とされました筑前町農業者年金受給者協議会につきましては、一定の役割を終え

たことにより、上部団体である福岡県の協議会の解散を受け、本町におきましても平

成２８年７月をもって解散をしたところでございます。 

 続きまして、農業振興費でございます。 

 町では、食に感謝し、平和を願う町を合言葉に地産地消の推進に努め、筑前町食育

推進委員会への参加や直売所と学校栄養教諭との定期的な定例会の開催、各小学校に

おける農産物の栽培指導などを通じて、農業の理解を深めてまいりました。 
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 また、都市部と交流促進のために、枝豆の収穫体験やファーマーズマーケットみな

みの里の支援、市民農園などの運営に取り組んでまいりました。 

 町内で生産された農畜産物の加工品の開発、加工、販売など、個々の農家などを支

援するために、町単独事業におきまして、施設整備や研修などに対する支援を行って

きたところでございます。 

 １１１ページでございます。 

 農業者の多様な担い手の育成、確保のための取り組みといたしまして、青年農業者、

後継者の育成支援、女性農業者の経営参画や能力開発などを、各関係機関と一体とな

って取り組みを行ってきたところでございます。 

 特に新規就農者につきましては、青年就農給付金を活用し、就農意欲の喚起と就農

後の定着のための取り組みを行ってきたところでございます。 

 また、町の農業の振興につきましては、関係各機関との連携が必要不可欠なもので

ございますので、普及センター、ＪＡ、農済などの機関との合同会議一水会を開催し、

情報の共有に努めてきたところでございます。 

 次に、優良農地の確保と健全な都市計画との調和を図るため、農業振興地域整備計

画事務や農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、町内の多くの地域

で取り組まれております農地・水保全管理支払交付金事業や減農薬、減化学肥料の取

り組みでございます環境保全型農業直接支援対策事業、条件不利地域の農業生産維持

のための中山間地域等直接支払制度事業などに取り組んだところでございます。 

 次に、効率的な農業経営の確保の取り組みといたしまして、園芸農家への園芸施設

や省力機械導入につきましての支援や大型農業機械導入の支援、農業制度資金の借入

者への利子助成などに努めてまいりました。 

 平成２８年度の取り組みといたしましては、先ほど述べました活力ある高収益型園

芸産地育成対策事業につきましては５経営体で、主なものは、いちご、アスパラ農家

の省力栽培温室、いわゆるハウスですね、とか、ぶどうの果樹棚、キャベツの予冷施

設などでございます。 

 １１２ページをお願いいたします。 

 また、水田担い手機械導入支援事業につきましても５経営体でございまして、内容

につきましてはトラクター、離脱型コンバイン、乗用管理機などでございます。 

 また、農地中間管理事業につきましては、優良農地の担い手の集積を目標に創設さ

れた農地中間管理機構を活用し、農地集積された本町初の集落営農組織の法人に、主

に交付をなされておるところでございます。 

 続きまして、農地費でございます。 

 本町の農業生産基盤の整備と優良農地の確保を目的に、両筑平野用水事業の推進を

行ってきたところでございます。 

 現在、国営の二期事業は２９年度、本年度をもって、完了予定でございます。今後

は国営で整備されました幹線から分岐した支線水路改修事業などを、県営で進められ

る予定となっておるところですが、多額の事業費の負担が想定されるところでござい

ます。 

 次に、農業土木費につきましては、国、県の事業を活用し、老朽化したため池の改

修や補助対象とならない農道の整備、ため池等の整備事業の推進、簡易的な農業施設

工事の地元施工に対する助成など、受益者の主体的な活動を支援するとともに、地域

の農業振興に努めてまいりました。 

 １１３ページをお願いいたします。 

 林業総務費につきましては、有害鳥獣駆除対策協議会と連携し、農作物被害防止に

努め、計画的な駆除活動の実施を行ってまいったところでございます。 

 続きまして、林業振興費でございます。 
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 荒廃した森林を再生し、公益的機能が十分に発揮される森林として次世代へ引き継

ぐために、福岡県の森林環境税を活用した荒廃森林整備事業の推進、啓発や都市住民

との交流や地域の活性化のために、竹林オーナー園の取り組みの支援や林業の担い手

育成確保のために県内市町村と連携して、朝倉森林組合の育成支援を行ってきたとこ

ろでございます。 

 １１４ページをお願いいたします。 

 近年、都市部につきましては、景気は回復傾向とのことでございますけれど、本町

中小零細企業につきましては、まだまだ環境は厳しいものでございます。 

 そのような中、筑前町商工会員の振興対策の取り組みといたしまして、プレミアム

商品券発行助成、中小企業の育成支援のため、セーフティーネットの認定による資金

供給の円滑化、筑前町商工会の育成支援のための運営費の支援などを、引き続き行っ

てきたところでございます。 

 次に、労働総務費でございます。 

 労働者の雇用確保のため、ハローワークと連携を取りながら支援していくととも

に、朝倉市と連携し、地元企業と高校の就職応援会などを実施するなど、地元高校生

の地元就職への支援を行ってまいりました。 

 最後に、消費者行政推進費でございます。 

 多様化する消費生活トラブルに対しまして、消費生活相談窓口を開設し、様々なト

ラブルの助言、仲介にあたってきたところでございます。 

 特に平成２７年度よりセンター運営を法人へ業務委託することにより、より専門的

なアドバイスや近隣自治体の情報収集ができ、合わせ、地域公民館における出前講座

等による啓発活動により、被害の防止の一翼に貢献できたのではと考えておるところ

でございます。 

 以上で、農業委員会、農林商工課の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

桒野委員 

 桒野委員  成果と課題の資料の１１２ページでお尋ねをいたします。 

 下から２段目の農業基盤整備促進事業の暗渠排水の件でございます。 

 今年は弥永、大塚区をしていただきまして、本当に助かっているところでございま

すが、地元の説明におきまして、はじめは負担金が安いということでございまして取

り組みをされておった方が、途中で負担金が多くなって、取りやめたということをだ

いぶお聞きしまして、次の地区にわたったと聞いておりますが、その辺の実情をお尋

ねいたします。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 暗渠排水事業、今、委員が発言ありましたように、三輪東部のほうから施工を始め

たところでございます。基本的には国道より上部側を考えておりましたが、実はこの

事業というのは、ご存じかと思いますけれど、反当り定額の１５万円の助成という事

業でございましたが、結果的に土地改良連合会の委託費、その他諸々で約１８万円ぐ

らい、反当１８万円ぐらいの事業になったところでございます。ということは、差し

引きの３万円の手出しというような形でございました。 

 そのような形で、やはり現在の農業情勢の中で、反当３万円の支出は非常にきつい

と。またその支出につきましても、地権者が出すのか、あるいは耕作者が支払いをさ

れるのか、その辺で、言葉は悪ございますけど、話がつかなかったと。それで、手を

下しますという件もございました。 

 この事業につきましては、地域の農政リーダー長さんに集まっていただきまして、
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順番付けを事前に行ったところでございます。その順番によりまして、なら次の地区

のほうに延ばしていこうと、そういうことで国道下に下って行ったところでございま

す。 

 そして事業認可であります１７町余りですか、その分をクリアするために、随時、

下って行ったところでございます。 

 当初はやはり、ゼロという話が地域のほうで広がったということでございますけ

ど、私どもといたしましては、やはり負担金は発生すると、それはもう認識はござい

ました。ただ、３万円というのが、やはりちょっと高かったというような地域のご意

見でございましたけれど、これはもう工事費それから土地改良連合会の委託費、諸々

ございますので、他自治体とも設計書の比較検討いたしましたけれども、決してうち

の単価が高かったわけではございませんので、その辺だけは申し添えさせていただき

ます。以上です。 

 委 員 長  桒野委員 

 桒野委員  ただ今課長の説明を聞きまして、大方、分かりましたんですが、初めの説明会のと

きの値段と違うというようなことで、そこ辺で何ですか、申し込みしとった人が変更

になったと思いますが、また、町は米、麦、大豆の農業の基幹産業でございますので、

乾田化を進めるためにも、今後ともよろしくお願いをいたしておきます。 

 それともう１つ、その次の下の農業用ため池等基盤整備の件でお尋ねをいたしま

す。 

 先ほど課長から説明がありました栗田の堂ノ浦の補修ができまして、本当に栗田区

としては非常に助かっているところでございます。 

 皆様ご承知のように、７月の九州北部の豪雨でため池の決壊が朝倉市で、何件かあ

ったと聞いております。私ども栗田地区は立派な堤防ができましたからいいですが、

大雨の後かなんかに緊急点検か何かされましたでしょうか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 朝倉地区の集中豪雨に伴います、ため池決壊で、ああいう甚大な被害があっておる

ことは、私どもも承知しておるところでございます。 

 まず、委員ご質問の、この集中豪雨の後の点検はされたのかというご質問に対しま

しては、私どもが点検はしておりません。 

 まず１つ、これは県のほうで行われておりますけれど、昨年の熊本地震、あの後震

度４以上、県のほうでため池点検をすべて行っているところでございます。町のほう

では、問題があったという報告も受けておりません。 

 また、町のほうでは重点防災ため池というのもございます。町内に約８カ所、大き

いため池でございますね。そういうのもありまして、こちらのほうはやっぱり老朽化

の観点で、県のほうで調査をされております。これについても問題なし、という報告

を受けておるところでございます。以上です。 

 委 員 長  桒野委員 

 桒野委員  それと費用の県の地元負担金について、お尋ねいたします。 

 地元負担金が工事の６％という値段で設定されているようでございますが、６％と

いうと、非常に安い気がいたしますが、工事が１億、２億になりますと相当な負担が

生じるわけでございます。 

 その件につきまして、町はもう少し負担率を増やすとか、増やしてやろうとかとい

う考えはありますでしょうか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 
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 ため池の地元負担金につきましては、まずは、この事業は、特に堂ノ浦ため池につ

きましては、国営でやっております。国営事業というのは、国５０％、県３０、残り

を地元負担金というような形になっております。 

 実は、条例をご覧になったらお分かりかと思うんですが、ため池の町と地元負担金

の率というのが決定しておるところでございますが、これが非常に高いと。そういう

ことで、毎回、こういうため池の整備につきましては、議員の皆様に条例改正の提案

をさせていただきまして、現在ため池は一応６％というような形で、施工させていた

だいておるところでございます。 

 先ほど申しましたように、曽根田地区の炭焼ため池ですか、当所の浦山ため池です

か、あれにつきましても同様の措置でお願いをしたところでございます。 

 今後につきましては、ちょっと私のほうで回答はしにくいところではございますけ

れど、ため池につきましては、確かに公益性も多ございますけれど、どうしても受益

者が限られておるということで、公費をこれ以上、率を下げると言いますか、そうい

うこともなかなか、全体的なご理解が得られにくいのではなかろうかと思いますけ

ど、委員のご指摘があったことは肝に銘じまして、今後進めていきたいと思います。 

 委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  成果と課題資料の１１１ページの農業振興地域整備計画事務について、お尋ねをい

たします。 

 将来の課題のところでございますけれども、もう２年、２７年度も同じような形で

の、将来の見直し時期を検討したいというようなことで書かれております。 

 旧夜須地区でも平成８年にこの見直しをしております。三輪地区は１６年ですか、

夜須で２０年経っています。 

 毎年、私も質問をさせていただきましたけれども、どうしてもですね、この時期を

明示して、全体見直し、今、個別の案件のことしかやってないと思いますけれども、

都市計画含めてですね、やらないかんのではないかというふうに思います。 

 この時期にですね、今の農林商工課の体制の中ではちょっと無理があるかもしれま

せん。ですから、人的配置も含めて、明示をしていただきたいと思いますが、どうで

しょうか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 先ほどの質問、ご指摘いただいたことは重々承知しておるところでございます。 

 また、委員のほうからご意見をいただきましたように、現在のうちの体制ではとて

も、やりたくてもやれないという状況もご存じであったということを、うれしく思っ

ております。 

 ただ、この人的配置につきましては、ちょっと私のほうでは答えにくいんですけれ

ど、このたびヤクルトさんなど、そういう企業進出もございましたので、これを機に、

やはり町全体として起こさなければならない大きな問題だと思っております。 

 ただ、時期明示につきましては、申し訳ございませんが、控えさせていただきます。 

 委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  今、担当課としては思いがあるわけです。 

 ここで、副町長にもお尋ねしたいんですが、ぜひですね、担当課の思いも含めて時

期の明示、回答していただきませんでしょうか。 

 委 員 長  中野副町長 

 副町長  お答えいたします。 

 この件についてはですね、長期にわたる大きな課題であるということは、もうご存

じのことだと思います。 
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 大きな事業でございますし、かなりの人的な部分も準備しなくてはならないという

ふうなことでですね、今、個別的にですね、企業誘致に関してはそのような形で、一

応、行っておるような状況でございます。 

 そういうことでですね、まずは、今後何年後に、来年するか、次の年にするか、そ

の辺ちょっとですね、私の口からはちょっとまだ、そういう考えが定かではございま

せんので、今後ですね、十分検討をしてまいりまして、時期的なものをですね、きち

っとやっぱり打ち出す時期が来るんじゃないかというふうには思っていますので、検

討したいというふうに思っております。以上です。 

 委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  ぜひですね、企業誘致の部分も含めてですね、やっぱ全体的な見直しをやって、そ

して整備計画を作って、そして、もっと企業誘致を増やすというような形も生まれて

くると思いますので、ぜひ早期にですね、検討をお願いしたいというふうに思います。

以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  ちょっと確認なんですけれども、先ほど課長が決算書の説明の中で、１２９、１３

０ページ、１９節負担金補助及び交付金、一番下ですね、県営ため池等整備事業費負

担金、これば地元負担金という説明をしたように聞こえたんですが、どうやって説明

されましたか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  言葉が足りなかったようでございます。 

 この地元負担金は、町が県に納める費用でございます。この中には地元、それこそ

堂ノ浦ため池の地域の方と町の負担金を合わせたものが、この６６０万でございま

す。 

 委 員 長  他にございませんか。 

田口委員 

 田口委員  成果と将来の課題というようなことで、１１０ページでございます。ちょっとお尋

ねでございます。 

 農業者年金業務というような項目でございますが、具体的な措置の中で、農業者年

金受給者協議会が平成２８年７月をもって解散というふうなことが書いてあります

が、その背景とですね、実際今、受給者の総数が分かれば教えていただきたいと思い

ます。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  まず、農業者年金の総数につきましては、今ちょっと確認しております。 

 それから、解散についての背景でございます。 

 ご存じのとおり、農業者年金の加入者が非常に減ったと。そういうことでございま

して、農業者年金の運営が非常に困難であるということは、全国規模の問題でござい

ました。 

 この中で農業者年金が、最終的には国の負担と言いますか、年金の財源ですね、そ

れが決定をされたことで、この受給者協議会はそれに対する、強化してくれというよ

うな全体の協議会でございましたので、もう一定の役割は終えたと。農業者年金につ

きましては、制度的に確立したということで、国及び県の上部団体の年金受給者協議

会ですか、それが廃止になったところでございます。 

 これを受けまして、福岡県下を見ますと、朝倉市においては、うちよりも約１年前

にこの年金受給者協議会を解散してあります。当地区管内におきましても、うちがち

ょっと遅れておりました。 

 どうしようか、親睦も非常に必要なことだから、残そうかというような議論を運営
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委員の中でされたところでございますが、結果的には、解散やむなしということで、

８月の総会におきまして解散の決議をされまして、最終的な精算が９月でしたか、１

０月でしたか、をもって精算まで終わったところでございます。以上です。 

 委 員 長  もう１つのは、分からないなら後でいいですか。 

 他にございませんか。 

一木委員 

 一木委員  決算書のほうでお尋ねいたします。 

 ページは１３０ページでございます。 

 両筑平野用水二期工事の内容でございます。１９節負担金補助及び交付金の負担金

のところでございます。 

 前年度と確認いたしましたらば、２８年度は両筑二期の基幹水利施設保全型県営二

期事業費負担金ということで２,７３３万７,５００円ということと、もう１点がです

ね、同じく両筑平野二期事業負担金１６９万２,００９円ということで、合計額が、２

８年度のここの金額が、二期事業の負担金３,９１５万３,２５９円ということになっ

ております。 

 前年度は２,３３５万５,１００円でございましたので、２７年度に対しまして、１,

５７９万８,１５９円増ということになっていますけども、今後において、同額ほどの

金額が推移していくものか、ということでお尋ねをしたいと思います。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 先ほども申しましたように、国営事業につきましては本年完了予定でございます。 

 これにつきましては、次年度、うちの場合は５年に一度、支払いをさせていただい

ておりますので、来年の負担金というのは非常に大きい金額になります。 

 それから、この事業が終わりましたら、先ほど申しましたように、枝葉の部分を県

営事業で行います。これが、事業費の負担金が、本町は、朝倉市、うち、それから小

郡、大刀洗で面積案分という形で、現在、町のほうが３６.４％ですか、の支払いとな

っております。 

 県営の二期事業は、総事業約２００億の計画をされておるところでございます。 

 ただし２００億を一気にするわけにはいかないということで、３年に一度、２億程

度の事業を打っていくという形で、約２０年ぐらいの計画をされておるところでござ

います。 

 現在、両筑平野二期事業の第１地区、それから第２地区というのか、今、工事がな

されておるところでございます。そして、今年から第３地区の計画が始まるという形

で、最終的には、ちょっと手元に資料がございませんが、この金額以上の金額が、毎

年負担金として求められてくるのではなかろうかと思いますが。 

 先日の幹事会におきまして、できるだけ、できたら工期を延ばしていただきたい。

でないと市町村の負担と言いますか、それも非常に厳しいものがありますのでという

話もあります反面、地元農家の方たちは、一刻も早い工事完了をしてくれというよう

な形でございました。 

 そのような中、昨年におきましても、覚えていらっしゃるかどうか分かりませんけ

ど、１２月の補正でＴＰＰ補正ということで、新たに１億円お願いしたところでござ

います。 

 このように、どちらかというと、事業の前倒しのほうで進んでおりますので、非常

にちょっと圧縮して、負担金のほうが増加しておるような形ではございますけれど、

正確な数字はちょっと持ち合わせておりませんけれど、現在の金額よりも増える、４,

０００万から５,０００万の金額になるのではなかろうかと考えておるところでござ
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います。以上です。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  これから概ね何年先ぐらいまで、この負担金が続くということでございますでしょ

うか。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 現在、両筑の計画というのは、先ほど申しました第３地区の計画が、今、測量など

が行われて、事業認可を受けられるような状況でございます。 

 ただ、これを全部合わせても、まだ数十億の総事業費でございますので、いつとい

うのは申せませんけど、約２０年間をかけた壮大な事業になるというような形でござ

います。 

 また、この２０年を過ぎますと、また劣化をしてくる、老朽化をしてくるというよ

うな形になりますので、言葉は悪ございますけど、エンドレスな事業になることもあ

り得るというような形でございます。以上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

農林商工課長 

農林商工課長  先ほどの年金受給者の人数でございます。 

 現在、町のほうでは２６１名でございます。以上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、農林商工課、農業委員会を終わります。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで休憩をします。 

 １１時３５分から再開します。 

（１１：２３） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１１：３５） 

 委 員 長  建設課の説明を求めます。 

建設課長 

 建設課長  建設課でございます。よろしくお願いいたします。 

 最初に決算書の説明をいたします。 

 決算書の７５ページをお願いいたします。 

 ２款１項２６目交通安全対策費でございます。 

 １５節の工事請負費につきましては、主にカーブミラー、ガードレールなどの交通

安全施設工事を１６件実施をいたしております。 

 続きまして、１３１ページをお願いいたします。 

 ５款２項３目林道費でございます。林道の補修工事が主なものでございます。 

 次に、１３５ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目土木総務費でございます。 

 １節の報酬費につきましては、登記嘱託技術専門官、一般非常勤職員、計３名分の

報酬でございます。 

 ２節の給料から４節の共済費につきましては、人件費のために説明を省略させてい

ただきたいと思います。 

 １３節の委託料につきましては、主に境界や分筆に伴います測量委託料１２件分で

ございます。 
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 １４節の使用料及び賃借料の主なものにつきましては、１３８ページの上段のほう

に記載しております工事積算用のシステムの借上料が主なものでございます。 

 １３７ページをお願いいたします。 

 １８節備品購入費につきましては、作業用の草刈り機、チェーンソーなどの購入費

が主なものでございまして、故障による買い替え等でございます。 

 １９節の負担金補助及び交付金につきましては、道路協会、国県道の道路促進期成

会への各種負担金等でございます。 

 ２項１目道路橋梁総務費でございます。橋梁及び舗装の長寿命化のための委託及び

工事費が主なものでございます。 

 １３節の委託料につきましては、主に道路改正に伴います橋梁の長寿命化のため

で、町内の１５ｍ以上の橋梁を対象に、点検業務を委託しております。 

 １５節の工事請負費につきましては、橋梁の補修工事１件、それから舗装工事２件

分でございます。 

 １９節につきましては、県の曽根田川河川改修に伴います負担金でございまして、

計画といたしましては、本年度完成の予定でございます。 

 同２目道路維持費でございます。 

 主なものにつきましては、１３節委託料、道路管理等の業務委託料の約１８９万８,

０００円は、シルバー人材センターによる、毎月、月４回の道路パトロール及び小規

模な道路破損箇所の補修、草刈りなどの道路管理委託料でございます。 

 １５節工事請負費につきましては、区からの要望や苦情対応による道路維持工事費

６２件分でございます。 

 １６節の原材料費２２２万６,０００円につきましては、各行政区への道路愛護に伴

います砕石散布が主なものでございます。 

 １３９ページをお願いいたします。 

 同項３目道路新設改良費でございます。 

 １５節工事請負費の道路改良工事につきましては、１１路線、１２件分の工事費で

ございます。 

 １７節の公有財産購入費につきましては、３路線、８件分の用地取得費でございま

す。 

 同４目国交省交付金事業費でございます。 

 国の交付金を活用しまして、篠隈地区の藪の内・鴨牟田線の歩道設置のための工事

１件分でございます。この路線につきましては、平成２８年度に完成をいたしており

ます。 

 ３項１目河川総務費、１９節負担金及び交付金の主なものにつきましては、県のク

リーンリバー推進対策事業の河川を守る会や河川愛護活動の実施区、１９団体、２６

行政区への補助金が主なものでございます。 

 同２目河川維持管理費につきましては、１５節工事費でございます。町管理河川の

浚渫、維持管理の６件分が主なものでございます。 

 次に飛びまして、１９９ページをお願いいたします。 

 災害復旧費でございます。 

 １０款１項２目農災の現年発生災害復旧費でございます。 

 １５節の工事請負費の災害復旧工事につきましては、大雨による災害復旧でござい

ます。６地区の１２件を実施いたしております。 

 同３目林道災害復旧費、同じく大雨による林道災害復旧でございまして、３地区、

工事６件を実施いたしております。 

 ２項３目公共災の現年発生道路橋梁災害復旧費でございます。 

 公共災につきましては、予備費から６１０万円を１５節の工事請負費へ流用をいた
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しております。 

 理由といたしましては、三箇山地区の三箇山開発線の道路でございまして、豪雨を

幾度も受け、道路の法面の崩壊により、路肩あるいは側溝等が被災をしております。

現状のまま放置をしておきますと、今後の降雨で道路への災害が拡大する恐れがあっ

たというところと、道路利用者への危険性も高まるというところから、早急に復旧工

事を行う必要が生じたためでございます。 

 １５節の工事請負費につきましては、先ほど三箇山地区の道路復旧を含めた災害復

旧工事、６地区で１３件を実施いたしております。 

 以上で、決算書の説明を終わります。 

 続きまして、平成２８年度決算に係る主要施策の成果及び将来の課題について、説

明をいたします。 

 別冊の決算審査特別委員会資料をお願いいたします。 

 資料の１１５ページから１１７ページでございます。 

 先ほどご説明させていただきました決算書の内容を詳細に記載しておりますので、

今回、重複する内容が多いということで、重点のみを説明をさせていただきたいと思

います。 

 まず、１１５ページをお願いいたします。 

 交通安全対策でございます。 

 交通安全対策特別交付金を活用しまして、町道に路面標示、ガードレール、カーブ

ミラーなどを設置するものでございます。車両とか歩行者等の交通安全確保を目的と

し、１６件の工事を行っております。 

 また、地元からのですね、信号機などの設置要望につきましても、朝倉警察署へ進

達をしておりますけれども、警察の設置基準がなかなか厳しくて要望どおりに達して

いないというのが現状でございます。引き続き連携して取り組んでいきたいというふ

うに考えております。  

 林道費でございます。８路線の林道の維持補修を行うものでございます。 

 平成２８年度につきましては、吹田林道など３件の工事を実施しております。 

 将来の課題といたしましては、８路線とも老朽化しておりまして、今後、維持費の

増大が危惧されるところでございます。 

 土木総務費につきましては、町道とか里道などの境界の確認、登記、寄付等の事務

でございます。それぞれの件数につきましては、具体的措置の欄に記載のとおりでご

ざいますので、あとでお読み取りいただきたいと思います。 

 道路橋梁費でございます。道路橋梁等の長寿命化対策を重点的に実施いたしており

ます。主なものとしまして、朝倉県土事務所による県営河川、曽根田川の改修に伴い

ます薬師前橋架け替え工事の負担金と間片橋の維持補修工事、久光・当所線及び城島

線の道路舗装補修工事、約１㎞を実施いたしております。 

 平成２６年度の道路改良法の改正で定められました橋梁の５年に１回の目視点検

を平成２７年度から任用いたしました嘱託の技術専門官と職員によりまして、平成２

８年度末で２２９件を実施いたしております。 

 今後につきましては、点検結果に基づく計画的、経済的な修繕、補修を行い、安心・

安全な道づくりを進めてまいりたいというふうに考えております。 

 次、１１６ページでございます。 

 道路維持関係でございます。 

 各行政区からのですね、要望とか苦情等に基づきまして、道路、水路等の維持補修

を行うものでございまして、昨年度６２件実施いたしております。 

 予算の範囲内で緊急性とか費用対効果、地域バランス、要望の提出時期などを考慮

しながら、なるべく直営でできるものにつきましては職員で対応しております。毎年
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計画的に実施しておりますけれども、未だ未処理の件数も数多く残っております。 

 この事業につきましては単独事業でありますので、予算の増額は非常に厳しいとい

うものがございますけれども、次年度以降の予算編成に向けて努力してまいりたいと

いうふうに考えております。 

 次が、道路新設改良でございます。 

 現在、合併特例債を活用しまして、道路の拡幅改良を実施しております。 

 昨年度につきましては、具体的措置の中に記載をしておりますように、仙道・塚本

線ほか合わせて１１路線、１２件、延長で約１.４㎞の新設改良を実施いたしましたけ

れども、未だに狭い道路とか歩道の整備の必要な道路につきましては、まだ数多く残

っている状況でございます。 

 今後につきましては、事業実施に伴う財源確保として、合併特例債の期限等の関係

もございますので、国の交付金を活用するなど、生活道路の整備を行いまして、安心・

安全の道づくりを進めてまいりたいというふうに考えております。 

 国交省交付金事業です。 

 通学路の歩道整備を行うことによりまして、児童をはじめとした歩行者の安全を確

保するものでございます。篠隈地区の藪の内・鴨牟田線の水路の蓋かけによる歩道工

事、延長２８０ｍの整備が完成しております。この危険箇所の整備によって、通学路

歩行者の安全性の向上が図られたというふうに考えております。 

 河川総務費及び維持管理につきましては、主に県営河川の愛護活動、行政区に対す

る補助金の交付、浚渫工事など６件の工事を実施しております。 

 河川愛護活動につきましては、高齢化及び農家の減少に伴います、一般質問でも話

がありましたように、多くの課題を抱えております。今後の作業負担の軽減対策等が

必要になってきている状況でございます。 

 最後に１１７ページでございます。  

 災害復旧につきましては、危険箇所の定期点検と迅速な災害復旧を基本に実施いた

しております。 

 平成２８年度につきましては、農災、林道災、公共災合わせまして３１件、約２,

８００万円の復旧工事を行っております。昨年度は比較的大きな災害はございません

でしたけれども、最近では７月５日にですね、発生いたしました九州北部豪雨など、

全国的に局地的な集中豪雨が発生する頻度が高くなっております。水害とか河川の氾

濫等による人的被害、住宅等への浸水、道路とか農地等への被害など、危険度は徐々

に増してきている状況でもございます。日ごろから防災意識の向上、危険箇所の定期

点検を行いながら、災害発生時につきましては、迅速かつ適正な復旧に努めてまいり

たいと思います。 

 以上で、説明を終わりたいと思います。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

木村委員 

 木村委員  決算書でお尋ねいたします。 

 １３９ページ、３項１目１９節です。 

 河川を守る会の補助金、これがですね、２７年度は不用額が、これは負担金も合わ

せての不用額ですので、どれが不用額になっているか分かりませんが、２３万８,１０

０円不用額が出ております。この要因をお願いします。 

 委 員 長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 負担金の関係でございます。 

 河川を守る会の負担金につきましては、同額でございます。 
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 不用額につきましては、毎年、変わります砂防協会の負担金あるいは河川協会の負

担金等が下がったというふうな影響で、不用額が出たということを聞いております。

以上ございます。 

 委 員 長  他にございませんか。 

一木委員 

 一木委員  資料のほうでお尋ねいたします。 

 １１６ページ、河川総務費の中の県営河川愛護ということで、１９団体、２６行政

区ということで、県営河川の草刈り、年に３回ということでございます。 

 一般質問とか、これまでもこのことについては、いろいろと意見等が出ていますけ

ども、まさしく高齢化が進んでおりまして、私たちの地域のもですね、この河川愛護、

毎年、行うわけですけれども、女性の方も参加をしていただいております。各世帯よ

りですね、１人は参加してくださいということになっていまして、出られない方はそ

の代償として「みしん」と申しますけども、２,５００円を出していただくと、拠出し

ていただくということになっておりますので、やはり男性の方が出れない場合は女性

の方も参加していただいているということになっております。 

 そこそこ、こういった内容は地域によっても違うかと思われますしですね、そうい

うことで、出られない方は負担があるということで、女性の方も１０名ほど、４０世

帯の中で参加をしていただいているということでございます。 

 草刈り機を持っている方もおられますけども、女性の方はですね、手鎌たりで参加

されておりまして、なかなかですね、それでも出ていただいているということでござ

います。マムシ等が出没したりとかいうこと等もあってですね、危険な状態等もござ

います。 

 ここ近年ですね、こういった河川愛護をやめられた、もういろんな諸事情で、ケガ

もありますしですね、私たちももう１０年前ぐらいに大きなケガが発生したことがあ

ります。 

 やめられた地域もここ近年ございますでしょうか。今後、近い将来ですね、参加さ

れてある住民の方たちも、もう、これまだ続けないかんのかと、年とって、なかなか

できんぞということで、私たちの地域によってはですね、参加を免除申請等がありま

すので、免除を協議した上で、しようという方も出てきております。 

 そうなってきますと、ますます負担も大きくなってきますしですね、ここ近い将来、

継続できるかどうかということにもなってくるかと思いますけどですね、もう少し、

その辺りについての、県営でございますけども、町のほうの見解を求めたいと思いま

す。 

 委 員 長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 なかなか県営事業等で草刈りとかですね、今やっていただいておりますけれども、

ケガの防止につきましては、本年度の４月に安全講習会を実施いたしております。区

のほうに呼びかけをいたしまして、約１２０名の参加であったというふうに聞いてお

ります。 

 そういった中で、地元のほうとしましては、持ち帰って、河川愛護の中の集まりの

中で、そういった講習会の、どうだったかというふうな危険防止のためのですね、対

策につきましては、作業に入る前に、説明があっておるようでございます。 

 今後につきましては、県のほうに聞きましてもですね、なかなか対策等が講じられ

てないというふうに考えております。 

 今後、どうしようかというふうなことでですね、町のほうといたしましても、県の

ほうには投げかけをしておりますが、大型機械の購入とか、そういった防草材を張る
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とか、そういった対策等も考えられますけれども、今のところ、県のほうに聞きまし

たところは、なかなか手立てがないというふうに回答があっております。 

 将来の課題としてですね、町としても県のほうにはですね、町の管理も含めて将来

的に考える必要があるんではないかなというふうに考えております。 

 それから、やめられた団体につきましては、今のところないというふうには聞いて

おります。以上でございます。 

 委 員 長  中野副町長 

 副町長  この件については、今、課長が申したとおりでございますが、たくさんの議員さん

からもですね、この件については提案を受けております。 

 そして、区長さんからもですね、「もう、うちんとこできんよ」というふうなこと

で、直接そういう要望もあっております。 

 そういうことで、今ちょっと検討しとるんですが、これ県営河川ということで、県

議にも一応、こういう話を持って行ってですね、なんとか予算化できんかと。 

 大型機械、こういうのを導入してですね、これが利用できる箇所についてはですね、

そういうふうな手立てをしたいというふうなことで申し出はいたしております。 

 しかしながら、やっぱり、去年ですか、東小田上、一昨年ですか、大きなけが人が

出て、ドクターヘリまで来たというようなことでございますので、真剣に町のほうも

ですね、この大型機械の導入、これも考えていかなければならないのかなというふう

に思っております。 

 それで、農業者の方で大規模農業をされている方が、そういう大型機械も持ってあ

る方がおらっしゃるわけです。そういう方ともですね、今後の委託等も考えた上でで

すね、近々、方針を出したいというふうに思っております。以上です。 

 委 員 長  一木委員 

 一木委員  河川愛護も川の両サイド、堤防だけじゃなくて、川の中にもやはり、泥、砂がたま

りまして、そういったところも、もちろん草刈りをしておりましてですね、なかなか

大型機械ですんなりとできるところとできにくいところと、いろんな状況があります

のでですね、担当所管のほうもですね、もう少しその辺りも確認をいただきながら、

今後のご判断として、ご検討いただければというふうに思っております。願うところ

でございます。よろしくお願いします。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  今、一木委員が言われましたので、最後のほうでですね、浚渫。 

これは、資料の下の段ですけども、浚渫がですね、これがなかなか進まないという

現状があると思います。 

 今も言われましたけども、浚渫で、結局、砂がたまっとる部分に草が生えた部分を、

結局できないということで、草場川、曽根田川、もうやめられたところがあります。

中はしないということで。 

 山家川はうちが管理しているんですけど、今、まだ、どうとか切っています。みん

なでですね。 

 これから、山家川もですね、いつしたやろかと覚えんぐらい前なんですね。 

 こう要望しますと、もう、しっかりと要望していきますということが、返事される

んですけど、ずっとその繰り返しでですね。 

 じゃあ、町が費用を出して、どうかできるという部分でもちょっと厳しい部分かな

というのは承知しておるんですけども、仮に佐田川とか小石原川とかであれば、県が、

それは何の関係ですか、ダムの関係ですか、分かりませんけど、県が直接管理ですね、

しよる部分もあるそうでございます。その辺りはもうきちっとしております。 

 だから、もうやっぱりこうやってですね、言葉は悪いですけど、だましだましその
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場の、結局、補助金で片づけていくじゃなくてですね、やっぱり継続的に、健全に管

理できるようにですね、やっぱり、じゃあ直営で、この部分だけお願いしますと。 

 さっき、ちょっと知り合いにお聞きしましたら、小石原川と草場川は、なんか上の

ほうでバイパスとかで繋がっとると。そういうところで、この辺りまでは管理してく

れんだろうかとかですね、直営でですね、そういった動きもしてもらいたいんですけ

ど。その辺りはどう考えてありますか。 

 委 員 長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 浚渫工事につきましては、県もですね、昨年度は確か２件、河川の浚渫をされてお

ります。曽根田川と草場川が浚渫をされたというふうに聞いております。 

 本年度も随時、町のほうとしてもですね、浚渫の要望につきましては、区のほうか

ら要望が上がった時点で進達をさせていただいておりますけれども、なかなか予算の

付き具合がですね、維持管理のほうには、なかなか手が回らないというふうな、予算

的にも県のほうとしてはですね、回答があっておるようでございます。 

 主に浚渫改良のほうをですね、重点的に主を置いておるようでございまして、地元

からのそういった苦労話もお聞きしながら、県のほうには話をしておりますけれど

も、今後につきましては、そういった委員のご意見等も踏まえまして、町としても県

と協議をやりながら進めてまいりたいというふうに考えております。以上でございま

す。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  今のページの、１１６ページの一番上です。 

 道路維持補修工事、これがですね、２８年度は６２件、その前の年は５４件という

ことで、２割弱ですかね、増えておるわけでございます。 

 ２９年度はもう既に予算を増額していただいとるということですけど、数字的に見

ますと、どう考えても足りないわけですよね、増加率が。 

 これは単年度なものかですね、たまたま２８年度６２件になったものか、その辺り

をどう捉えてあるか、これからどういうふうにその辺りをですね、進めていかれるか、

お尋ねします。 

 委 員 長  建設課長 

 建設課長  維持工事の要望につきましては、毎年１００件程度ですね、要望書があがってきて

おります。ちなみに２９年の３月末現在で、町に関することだけが、一応２５０件程

度、まだ未処理が残っております。 

 県も合わせますと約３００件程度ですね、まだ未処理としては残っておる状況でご

ざいます。 

 この未処理の原因につきましては、毎年、改定されます単価とか資材の高騰が、ア

ップも考えられるようでございまして、町としてもですね、限られた予算の中で消化

しておりますけども、ある程度、直営でできるものについてはですね、その中で、直

営で職員も出向いて補修作業とか、そういった作業もやっております。 

 今後につきましては、要望書の中をですね、ある程度、精査をしながら、費用対効

果が薄いものとか、例えば、受益者が１件ないし２件のものであったりとか、単純に

例えば農道を広げるとか、そういった要望もございます。 

 時期的な問題等もございますので、その辺につきましては、地元のほうと、もう一

度協議する必要があるんではないかなというふうに思っています。 

 今後につきましてはそういったことを踏まえまして、過去の要望書を精査しながら

区のほうと協議してですね、取り下げるものについては取り下げていただくと、いう

ふうなお話もしなければならないのではないかなというふうに思っていますし、舗装
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につきましては、約１０年が大体、耐用期間ということを聞いております。 

 こうなると毎年、更新をですね、維持補修費が増大してくるわけですけれども、そ

ういった中で、町としても今後、予算を含めて、どういうふうにやるかは、協議をさ

せていただきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  時間が来ておりますので、簡潔に、もう１点だけあれしてください。 

 その下の段です。１８１万のですね、砕石配布ということで、毎年、大体これぐら

いの金額が出ておるわけですが、やはり課題としてですね、高齢化で、この行政区の

作業が厳しくなっていくということは、確認してあるみたいですけれども。 

 これ、どんななんですか、少しずつでもですね、舗装にしていくとかですね、どう

いう部分で、この砕石が使われているということがですね、ちょっと把握できてない

んですけども、少しずつ、広い部分は、毎年毎年、要る部分は、少しずつでも舗装化

していくとか、そういうふうな取り組みはできないんでしょうか。 

 委 員 長  建設課長 

 建設課長  砂利散布につきましては、主にですね、里道とか農道等が主な道路でございます。

なかなか受益者の関係があって舗装ができないと。利用者が少なくてですね、できな

いものについては、今までどおり砂利散布でお願いしておるところでございます。以

上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、建設課を終わります。 

 委 員 長  先ほどの農林商工課の説明の件で、農林商工課長から発言の申し出があっておりま

すので、これを許可します。 

農林商工課長  

農林商工課長  先ほどの質疑の中で一木委員のほうから、両筑平野二期灌漑排水事業の関係でござ

います。 

 まず、県営事業は、大体どのくらいぐらいの費用になるのかというお話でございま

した。  

 私、確か２００億というお話をさせていただいたかと思いますけど、現在の計画で

は１８０億の事業、工期の２０年でございます。 

 ちなみに今年、終わります国営二期、国のほうの事業でございます。これが大体、

当初２１０億で２年前に終わる予定でしたけれど、政権交代等の関係で２年延びたと

ころでございまして、費用的には１８５億、予算ベースで８８％ぐらいで、一応完工

というような予定になっております。以上です。 

 休  憩   

 委 員 長  ここで休憩いたします。 

 １時１０分より再開をします。 

（１２：０７） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１３：１０） 

 委 員 長  都市計画課の説明を求めます。 

都市計画課長 

都市計画課長  それでは、平成２８年度都市計画課所管業務の決算状況について、ご説明いたしま

す。歳入歳出決算書の７８ページからとなります。 

 ２款１項３０目１９節、地方創生費の負担金補助及び交付金です。 
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 町民の居住環境の向上と地域経済の活性化を図るため住宅リフォーム補助事業を

行い、１,８４９万４,０００円を執行しています。申請者件数は１０７名となってい

ます。 

 次に、１４０ページをお開きください。 

７款４項１目都市計画総務費の予算現額は、当初予算額１３億２,９６９万８,００

０円から１,４４０万円を減額補正した１３億１,５２９万８,０００円です。うち１２

億９,３３３万５,０００円を執行いたしました。大きな支出は操出金であり、７７％

を占めています。 

 １節報酬から９節旅費までは人件費等の経常経費であり、説明を省略いたします。

また、１１節需用費も物件費のため省略いたします。 

 それでは、執行した主なものについて、ご説明申し上げます。 

 １４２ページをお開きください。 

 １３節委託料は９１０万円を執行し、西田地区まちづくり支援業務委託費として、

地区内のまちづくり推進事業をコーディネートするためのコンサル委託料３１５万

５,０００円、また都市計画法に基づく５年に一度の基礎調査業務委託として、５８３

万２,０００円を執行いたしました。 

 １５節工事請負費は、企業誘致関連道路整備で、四三嶋地区企業誘致ゾーン内に株

式会社ヤクルト本社誘致の関連工事として２件の工事を行っています。 

 水路、道路の付け替え工事は、平成２７年度と２８年度の継続費で対応しており、

２８年度執行額が２,４４２万円。また、開発に伴う工事として、道路及び調整池工事

等で１億９,２４１万２,０００円を執行しました。 

 １９節負担金補助及び交付金、２８節操出金は、義務的経費の執行分であり説明を

省略させていただきます。 

 次に、２目公園費です。 

 公園費の予算現額は、当初予算額１億４８万４,０００円から１８０万円を減額補正

した９,８６８万４,０００円です。うち９,６７３万２,０００円を執行いたしました。 

 それでは、支出の状況について、主なものをご説明申し上げます。 

 １節報酬と９節旅費の説明は省略します。 

 １１節需用費は、公園の電気、ガス、水道使用料金で、及び公園施設などの修繕料

が主なもので、昨年度との対比で８８.７％、６３４万１,０００円を執行いたしてお

ります。 

 なお、修繕料は、公園施設の修繕で３９カ所行っています。 

 １４４ページをお開きください。 

 １３節委託料は４,１６２万２,０００円を執行いたしました。昨年度対比で１３３.

６％になっています。対比率で大きくなっている要因は。社会資本整備交付金を活用

した公園長寿命化計画を策定したことによるものです。 

 公園管理に伴う経常的な維持管理費は、昨年度と変わりはありません。今後も公園

管理費の縮減に努めてまいりますが、公園を安全で快適に利用していただくために

は、一定規模の管理費計上は必要な措置であることはご理解いただきたいと思いま

す。 

 １５節工事請負費として、４,４１７万１,０００円を執行いたしております。 

 昨年度対比で増加している理由は、二地区公園整備事業として取り組んでいる進入

路の道路改良工事で３,３９６万１,０００円の執行によるものです。また、都市公園

及び都市公園外の維持管理工事を全体で１２カ所行っています。 

 次に、３目国土交通省公園事業費です。 

 国土交通省公園事業費の予算現額は、当初予算額３,７１０万円から４４４万円を減

額補正し、繰越明許費３億７,７００万円を合わせた４億９６６万６,０００円です。
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うち４億６４４万２,０００円を執行いたしております。 

 それでは、主な執行予算についてご説明申し上げます。 

 １１節需用費は１１４万４,０００円を執行しています。対前年比１３７.６％とな

っていますが、暫定的に公園を供用開始しており、経験値がないため１１４万円の不

用額が発生しました。 

 １３節委託料は、多目的運動公園の施工監理及び管理委託料として２,２６３万６,

０００円を執行しました。 

 このうち主なものは、工事に伴う施工監理業務として７９５万９,０００円、監理委

託業務として１,３９８万５,０００円となっています。この中で９６％が植生等の維

持管理及び清掃などに要した費用で、１,３４４万３,０００円となっており、シルバ

ー人材センター、造園業者、土木業者等々の６業者が行っております。 

 １４６ページをお開きください。 

 １５節工事請負費は、予算現額３億８,１５０万円であり、繰越明許費３億７,７０

０万円から３億７,６７９万９,０００円を執行しています。野球場工事及び夜間照明

施設工事等を行っております。 

 また、現年分予算から小工事を８カ所行い４２６万４,０００円を執行しています。 

 １８節備品購入費は、野球場管理用の用具を購入しています。備品につきましては、

想定していた品目を、緊急性、必要性等考慮したことにより、不用額が発生しました。 

 次に、５項住宅費、１目住宅管理費です。予算現額は、当初予算額で４,９２９万７,

０００円から４６４万３,０００円を減額補正した４,４６５万４,０００円です。うち

４,２２５万円を執行いたしました。 

 執行した主なものについて、ご説明申し上げます。 

 １１節需用費は９２７万８,０００円執行しており、対前年比９２.１％で、住宅の

修繕料、光熱水費及び住宅管理に要する消耗品と本課で管理する軽自動車の燃料費

で、備考欄に記載のとおりとなっています。 

 なお、修繕件数は、昨年とほぼ同じ件数でありますが、各年で増減があり、２８年

度は対前年比で８６.１％と少なくなっているところでございます。 

 １２節役務費は、例年どおり団地内の除草等や火災保険料に執行しております。 

 １３節委託料は１,１４７万７,０００円を執行しており、対前年比８２.２％です。 

 備考欄に記載のとおりで、上水道接続工事設計委託料及び工事監理委託料等や井戸

使用の住宅は水質検査委託料、給水施設滅菌機の維持管理、貯水槽の清掃などを行っ

ており、またエレベーターの保守点検及び消防施設整備委託料です。 

 福島団地は更地になっていますので、普通財産となる部分を区分けするために、分

筆登記業務委託を行っています。 

 １４８ページをお開きください。 

 １５節工事請負費として１,６２１万４,０００円を執行いたしております。対前年

比４２.３％になっております。 

 主なものは、町営住宅上水道接続工事として、井手団地Ａ棟、Ｂ棟、３５戸を上水

道へ切り替えなど７５９万円を執行いたしました。 

 補修工事は６カ所、濡れ縁作り替え工事はさくら団地、けやき団地、そしてマクリ

団地の解体工事を３戸解体しています。 

 ２２節補償補填及び賠償金は、３所帯の移転希望者があり、移転補償費として４２

万円を執行しております。 

 次に、２目住宅建設費です。 

 住宅建設費の予算現額は、当初予算額４,３２６万９,０００円から９２９万６,００

０円を減額補正し、３,３９７万３,０００円です。うち３,３８４万４,０００円を執行

いたしました。 
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 それでは、執行した主なものについて、ご説明いたします。 

 １３節委託料は、１,９３２万５,０００円を執行しています。備考欄に記載のとお

り、 

東小田団地建替工事設計業務委託が大きなものとなっています。 

 １５節工事請負費は１,４１２万１,０００円を執行いたしています。対前年比８.

５％で、平屋建て１５戸の福島団地解体工事のみであり、平成２８年度は住宅に関す

る大きな工事は行っておりません。 

 引き続き、決算審査特別委員会資料をお願いいたします。 

 ページ、１１８ページからです。 

 まず、都市計画係部門です。 

 住宅環境については、平成２２年度に国庫補助を受け、西田地区における住環境整

備基礎調査を実施しました。それ以降、本年度まで、まちづくり推進委員会を中心に

計画案の度重なる検討をなされました。２８年度はまちづくり推進委員会８回、ワー

クショップを３回開催し協議がなされ、概算により概算事業費を算出しています。 

 一般質問にもありましたが、大きな事業料と事業費がかかることとなるため、財政

事情のバランスを考慮しながら、改良整備の絞り込みが必要と考えますが、同時に住

民コンセンサスも必要となると思います。 

 公園・緑地管理につきましては、決算書の内容説明で、成果及び将来の課題につい

ても若干、触れさせていただきました。 

 公園は、誰でもいつでも安心して利用できることが基本です。そして、多くの公園

において、最大の利用層は高齢者と幼児、子どもであることを念頭に、安全性につい

ては、きめ細やかな対応の徹底を行っていきます。 

 次に、多目的運動公園整備事業は、平成２８年度で施設整備事業は完了し、落成式

を開催し、全面供用開始しています。本町の一番大きな都市公園であり、魅力を維持

するために適切な管理を行っていきます。 

 次に、都市計画係の窓口業務及び指導業務として、かなりウエイトを占めている建

築確認受託等事務から土地利用に関する事務についてですが、分譲住宅のミニ開発や

共同住宅建設が増加傾向にあり、適切な指導、協議を行っています。 

 平成２２年度に南高田地区に地区計画を指定し、条例を制定し、街並み景観を保持

しています。 

 国土利用計画法による土地売買届に関しましては、土地の無届実態把握では取引が

増加しています。山林など土地利用に変更ないものは、県からの指導等がなされてお

ります。 

最後に屋外広告物事務です。 

良好な都市景観の形成を目的として、屋外広告物許可及び監視、除却などの事務を

行っておりますが、無届広告物の調査、違法広告物の調査徹底に努めています。 

屋外広告物は３年で更新となります。屋外広告物適正化巡回において、表記載のと

おり撤去を行っています。 

 次に、１１９ページになります。 

 町営住宅係部門については、建替・改修、住宅維持管理、上水道接続、住宅使用料

賦課・徴収に分けて整理しています。 

 建替・改修では、町営住宅長寿命化計画を基に、夜須地区町営住宅建て替えを推進

しております。 

 東小田団地建替事業に着手しており、解体工事及び建替実施設計等を行っていま

す。現地建て替え及び社会資本整備交付金の配分が十分でないため、２カ年の継続費

で対応しています。 

 また、篠隈団地完成に伴い、福島団地解体工事を行い、普通財産として所管変更を
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しています。 

 町営住宅維持管理につきましては、入居者の要望に対応し修繕を行っていますが、

住宅設備の経年劣化に伴い修繕件数は横ばい状態となっています。 

 また、老朽住宅からの住み替えも入居者には案内している状況で、３軒の入居者の

方が新しい団地に入居されています。 

 公営住宅提供は法の目的により、住宅に困窮する低所得者に対して、低廉な家賃で

賃貸することにより、生活の安定と社会福祉の増進に寄与するものです。本来であれ

ば近傍同種家賃不相応ですが、公営住宅の趣旨を鑑み、国から原資補填として、建設

から１０年は家賃補助が出ている状況でございます。 

 上水道接続は、井戸水を使用している町営住宅について、安全・安心、安定的に飲

料水を供給できるよう上水道を計画的に切り替え施策を推進しています。 

 水質の安全は、もとより井戸水の滅菌保守点検業務委託費も軽減されることになり

ます。２８年度は井手団地３０棟を上水道に切り替えています。 

 住宅使用料の徴収に関しましては、完納に向けて、鋭意努力を行っております。収

納状況は、率では、わずかですが、現年分は前年度を下回る結果となりました。町営

住宅建て替えに伴い、傾斜家賃を設定しているため、家賃単価が上昇し、反面、減免

申請の増加があり、調定額が約２.５％ほど下がっております。 

 滞納者数は横ばいあるいは改善の方向にあるものの収納率が伸び悩んでいます。早

期の電話督促や訪問徴収などの徹底と、滞納者には分納誓約の提出をお願いし、生活

の支障のない範囲で分納をお願いするなど、新たな滞納者を発生させない、現在の滞

納状況を改善するを二本柱に、使用料未納の改善に努めているところでございます。

以上で、説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

一木委員 

 一木委員  資料のほうでお尋ねをさせていただきます。 

 実は、昨日、勘違いをいたしましてですね、財政課のほうでお尋ねをしたんですけ

ども、都市計画課ということでございましたので、ページは６６ページになるんです

けども、都市計画課の所管ということでございました。 

 火災保険関係でございます。 

 町有建物の上から２段目のところでございますけども、町有建物の火災保険事務で

ございます。 

 町有建物について、全国自治協会の保険に加入ということで、年間が５２２万３,

０００円ということでございますけども、夜須地区の町営住宅を省くということにな

っておりますけども、火災保険等は夜須地区の町営住宅も加入されてあると思います

けども、加入先等が違うものか、どういうふうになっているものかを説明願いたいと

思います。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 合併時からの引継ぎ事項だと思いますけれど、旧夜須町と旧三輪町が、旧三輪町分

は総務課で掛けている総合賠償保険のほうに一括で掛けているんですけれど、旧夜須

町分の町営住宅は単独で掛けていた経過がありまして、それを引き継いでおりますの

で、個別に夜須の町営住宅は都市計画課で火災保険をかけております。それが決算書

の１４６ページ、先ほどお話しましたけれど、役務費のところに火災保険料１４万８,

１７２円、これが夜須町分の町営住宅の火災保険料となります。以上でございます。 

 委 員 長  他にございませんか。 

田口委員 
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 田口委員  資料の１１８ページでございます。 

 成果及び将来の課題というふうなことで、一般質問にも出しましたけれども、西田

地区の小規模住宅地区改良事業でございます。 

 成果のほうに、まちづくり計画での概算事業費の算出というようなことで出ており

ます。 

 まず１点目に、いつそういう概算ができたのかをお尋ねします。 

 それとですね、町の将来の課題に書いてありますが、町の財政事情に応じた適切な

事業計画の策定というふうなことでございます。 

 町の財政事情については分かりますけれども、西田地区、平成２２年から取り組ん

でおられますけれども、町の財政、いわゆる西田地区のですね、最初の事業計画の予

想というものも聞かせていただきたいと思います。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 概算事業、再度の概算事業がいつぐらいにできたのか、というご質問だと思います

けれど、今年の２、３月頃に再度の概算事業が、あくまでも概算ですけれど、これが

出まして、トップ協議を行っております。 

 財政事情に伴う事業計画の予想と、当初予想、いろんな変遷を受けながら今日まで

至っております。最初、基礎調査した段階では、そういうフィールドワークをして、

どういうまちづくりがいいかということで、地元の方も筑紫野市の美咲、岡田、永岡

とか、そういうところの土地改良事業をしている場所を視察したり、そういうところ

は区画整理と合併施工をした小規模集落事業ですので、減歩とかが発生します。 

 区画整理ですから、全部更地にして行わなければならない。そして碁盤の目のよう

に作り替える。それが筑紫野市ではされております。 

 当時の地対法があるときの滑り込みですけれど、そういうふうな状況の中で、西田

地区も当初はそういう区画整理をするような計画もいいなというふうなお話もあっ

ておりました。 

 そういった中で話をしたり、アンケートを取ったり、議論をする中で、ゾーン地の

方がいいとか、郊外移転はしたくないとか、そういう諸々の個人の意見等も反映させ

た中では、筑前町都市計画区域ですので区画整理事業はできるんですけれどですね、

都市計画区域を引いておりますから、ですけれど、そういう更地にして全部、広げて

するというのは、相当な、今出ている倍以上の事業費になると思いますけれど、そう

いうことはやめて、改良住宅、不良住宅の除却、道路整備、緑地整備等々の面的整備

を進めていきたいというふうな経過に至っている状況です。以上です。 

 委 員 長  田口委員 

 田口委員  私の質問はですね、西田地区の小規模住宅地区改良事業に取り組むときにですね、

町がある一定、このくらいの形でというふうなことはなかったのですか。 

 事業のボリュームというか、そういうのは、ここん時期にまで、しようか、とかい

うことはなかったんですかね。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 この事業に伴う事業費がどのくらいかかるかというのは、町のほうから、どのくら

いの費用でかかるものかというのは把握できませんので、地域として、どういうまち

づくりを作りたい、こういうまちづくりを作りたい、そして算出したら、こういう事

業費が出たという結果ですので、町のほうから事業費の一定枠をはめての話とかは、

そういう話をしたことはありません。 

 委 員 長  田口委員 
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 田口委員  事業をするときはある程度の、大体そういった住環境整備事業を行ったところの、

いろんな話を聞きながらですね、ある一定、やはり参考にしながら事業を行うと、い

うなのが常でございますのでですね、もう８年もかかってですね、もうちょっとスピ

ードアップをしたらどうかというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 委 員 長  中野副町長 

 副町長  この件についてはですね、大体、三輪地区が行われております。その地対法がある

ときに行われた財政状況、要する町の負担がどれくらいあったのかというふうなこと

を参考にですね、考えたいという当初の考えでございます。 

 しかしながら、あれから補助制度変わっておりますので、なかなか財政的に無理な

数字が出てきたと。 

 それで、町長が自らですね、国交省にも行かれております。そして、いろんな人を

訪ねてですね、財政的な措置、この他にないかというふうなことでですね、何回も足

を運んでおります。 

 しかしながら、今の状況ではですね、なかなかそういういい交付金なり、そういう

のが見いだせないというふうなことでですね、事業の見直し、これが必要になってく

るんじゃないかというふうに、今の状況ではですね、このような状況でございます。 

 委 員 長  はい、最後です。 

 田口委員  あのですね、三輪の場合はですね、ストック計画というふうな形で乗ってきまして

ですね、合併前までが、そのいわゆる計画を実施することができるというふうなこと

で、平成２２年にはそういう事業はないとです。 

 だからストック計画に則った、いろんな住環境整備事業も後から出てきましたけれ

ども、そういうのに早く手を挙げておかんと、こういうことができてなかった。 

 だから、今まさに、三輪地区がしたような補助金のそういうのはですね、なかなか

ないと思います。 

 それをその、前の町長が悪かったとか、どうのこうのじゃなくして、やはり西田地

区の人たちのことを思うとですね、やはり少しでも早くさせていただいたらどうだろ

うかというふうなことでございます。以上でございます。 

 委 員 長  他に。 

河内委員 

 河内委員  資料の１１９ページです。 

 一番下、町営住宅上水道接続事業の、一番下の下原団地の上水道接続工事４戸とあ

りますが、この４戸は全部入居されているんでしょうか、お尋ねします。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 ４戸所帯、入居されております。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  私、下原なんですが、４戸入っていないように思うんですが、確認はされたんです

か。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 入られておりますし、家賃も納められております。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  決算書の１４４ページですが、公園費の委託料、百万池公園噴水装置維持管理委託

料について、お尋ねいたします。 

 まず、この百万池がですね、公園としてできて、もう何年経過しているんでしょう
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か、まずお尋ねをいたします。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 正確な数字ではないと思いますけど、平成４年に天皇陛下が旧夜須町に来られまし

たので、平成３年ごろに築造された公園だと思っております。以上です。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  私ももう２０年は経過しているなとは思っていたんですが、この噴水装置の維持管

理費なんですが。 

 以前はですね、噴水が上がってきれいな公園だったんですが、今はもう噴水は上が

ってないと、私は記憶しているんですが。 

 もし噴水を止めてあるとすれば、いつから止めてあるか、分かれば教えてください。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えします。 

 百万池の噴水につきましては、昔からいろいろ質問がございまして、電気使用料も

使うというところで、頻度を下げて、今、朝、昼、夕方と３回ほど噴水を上げている

状況だと思っております。以上です。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  確かに、私の時間帯では、上がっているのは、たまにしか見たことがないというよ

うなことでですね、それでありますし、山隈の方がですね、あそこの景観を良くする

ためということで、池の中にスイレンですか、を入れて、きれいな花を入れたいただ

いたこともあります。 

 ただ、あの公園が公園として機能しているのかなということをですね、私は思うわ

けですね。 

 それよりもやっぱ中学校も駐車場は足りませんし、通勤者の方の駐車場としても機

能できるんじゃないかなということで、私はあの池をですね、そのままもう、住民の

方がどれだけ利用されているかということを考えますと、公園としての機能は、私は

もう別な方向性を示したほうがいいんじゃないかなという考えを持っているわけな

んですが、副町長どんなふうでしょうか、何か考えをお持ちでしょうか。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  その前に、私の事務的なお話をさせていただきます。 

 あの公園につきましては、当初、農業のため池があったわけです。もう周囲が開発

されて不要になったというところで、底地は財務省が所有しております。 

 それと、そういうふうなサイン工事、当時、天皇陛下が来町されるということで、

そういうパークロードというか、登り道の景観形成という形で、いろんなところの景

観事業をやっておる中の１つです。 

 あそこの公園は、コンセプトというのが、水辺のオアシス、そしてまた都市空間の

確保という観点から、そういう非常に割高で、非常に込み入った公園でございます。

たぶん当時の工事費で５億円以上かかっていると思っております。 

 それから、底地は今、言いましたように、国の財務省の土地でございますので、半

分だけは無償譲渡を受けております。半分は無償貸与で、公園用地として利用するな

らば、財務省から貸すというふうな契約になっておりまして、毎年、調査が来ており

まして、今も公園で使用しておりますという報告をしている状況でございます。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  内容は分かりましたが、ただ、財務省にですね、もう町が買ってですよ、逆に。そ

してそれを、機能を高めるために別な方法で使用したいということは相談できないん

ですか。 
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 副町長どんなでしょうか。 

 委 員 長  中野副町長 

 副町長  当時の経緯は、今、課長が申したとおりでございまして、公園をつくるという約束

のもとでですね、あそこは半分無償譲渡を受けたわけでございます。 

 そういう約束がいつまで、ちょっと契約上ですね、なっておるのか、ちょっとその

辺がですね、まだ確認いたしておりません。 

 永久的なのか、その辺をもう一度調査して、利活用できる範囲でですね、そういう

ふうな別な使用等ができればですね、財務省にもそのような交渉は、できるならば、

やってみる価値があるのかなというふうには思っております。以上です。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  ぜひ検討していただいて、要望していただきたいなと思いますが。 

 住民の方からちょっと聞いたのが、トイレも汚いと、あのトイレがですね。いうこ

とも聞いておりましたし、あそこは、トイレには行きたくないと。あそこにバス停が

あるんですけど、そういうことも聞きました。 

 それから、今、申しましたように、噴水もそんなに上がらんとに、もったいないと

いうことでありますし、そこら辺も含めてですね、やはり方向転換をできればですね、

したがいいんじゃないかということで思っておりましたので、ぜひ、前向きな検討を

お願いいたします。以上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、都市計画課を終わります。 

 委 員 長  それでは、続きまして教育課の説明を求めます。 

教育課長 

 教育課長  教育課からでございます。 

 まず、はじめに決算審査の資料についてですが、主要施策の成果と課題の資料を１

２６の１ページとして、後から１枚追加しておりますので、よろしくお願いします。 

 それでは、まず決算書について説明いたします。 

 決算書の８７、８８ページをお開きください。 

 ２款５項５目学校基本調査費ですが、１万３,０００円の支出済額でございます。 

 毎年５月１日を基準として行う統計調査で、県の統計委託費を財源として、事務消

耗品や切手等の調査事務費を支出しています。 

 次に、１０７、１０８ページをお願いします。 

 ３款２項１目児童福祉総務費ですが、教育課が配置されておりますこども未来館の

施設管理を受け持っている関係から、１１節、１３節、１４節の一部を教育課から支

出しております。 

 主なものとしましては、電気料、清掃委託料など日常的な維持管理に必要な費用と

して３０８万６,０００円支出しております。 

 続いて１５１、１５２ページ、下段の教育費の説明をいたします。 

 ９款１項教育総務費、１目教育委員会費です。支出済額は２５８万７,０００円でご

ざいます。 

 教育委員の報酬及び旅費、並びに朝倉郡地方教育委員会連絡協議会負担金が主な支

出でございます。 

 １５３、１５４ページをお願いします。 

 ２目事務局費です。支出済額は１億５,０５１万１,０００円です。２７年度決算に

比べ約９６０万円の増額となっております。これは、嘱託職員及び教育委員会部局社

会保険料の増額と学校図書室パソコン・プリンターの設置によるものであります。 
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 １５７、１５８ページ、３目私立学校振興費です。支出済額６,４００万３,０００

円です。２７年度比、約９８万円の減となっておりますが、これは、支給対象園児の

減によるものであります。 

 次に、各学校の支出について、説明いたします。 

 各学校において、目的ごとに、１目学校管理費、２目教育振興費に分けて支出して

おります。 

 学校管理費では、学校維持管理費のほか図書司書の賃金、用務員業務委託料、給食

調理業務委託料などを支出しています。 

 教育振興費では、特別支援教育支援員の賃金、図書購入費、教材費、就学援助など

を支出しております。 

 それでは最初に、三並小学校について、説明いたします。 

 １５７、１５８ページの下段です。  

 ２項三並小学校費は、支出済額２,４０２万３,０００円です。  

 １目学校管理費として１,９２５万６,０００円の支出で、光熱水費等の１１節需用

費と給食調理業務委託料などの１３節委託料が主なものです。 

 １５９、１６０ページをお願いします。 

 ２目教育振興費として４７６万７,０００円の支出で、特別支援教育支援員の賃金や

図書購入費等が主なものでございます。 

 ２７年度比、約６８万円の減となっていますが、これは、１１節需用費の２７年度

教科書改訂による教師用指導書、教科書購入費の減によるものであります。 

 １６１、１６２ページ、３項中牟田小学校費でございます。支出済額は４,０９７万

７,０００円です。 

 １目学校管理費として２,９５３万８,０００円の支出で、光熱水費、給食調理業務

委託料などが主なものです。２７年度比、約３,２００万円の減となっておりますが、

これは、駐車場整備に伴う工事費と公有財産購入費の減によるものであります。 

 １６３、１６４ページをお願いします。 

 ２目教育振興費として１,１４３万９,０００円を支出しています。２７年度比、約

１４０万円の減となっています。 

 主な要因としては、１１節需用費の教師用指導書、教科書購入費の減によるもので

あります。 

 １６５、１６６ページをお願いします。 

 ４項東小田小学校費でございます。支出済額５,２００万円です。 

 １目学校管理費として３,８１５万３,０００円を支出しています。２７年度比、約

２６０万円の増額となっています。これは、１５節給食棟厨房タイル補修工事による

ものであります。 

 １６７、１６８ページをお願いします。 

 ２目教育振興費として１,３８４万６,０００円を支出しています。 

 ２７年度比、約１４０万円の減となっていますが、これは、教師用指導書、教科書

購入費の減によるものであります。 

 次に、下段の５項三輪小学校費でございます。支出済額７,０１１万１,０００円で

す。 

 １目学校管理費として５,０６７万６,０００円を支出しています。２７年度比、約

２３０万円の増となっています。これは、教室後部棚等の工事によるものであります。 

 １７１、１７２ページをお願いします。 

 ２目教育振興費として１,９１５万６,０００円を支出しています。２７年度比、約

１１０万円の減となっています。 

 主な要因としては、１１節需用費、教師用指導書、教科書購入費の減によるもので
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あります。 

 ４目通級指導教室費として２７万７,０００円を支出しています。 

 平成２５年度に開設したものでありまして、平成２８年度は１７名の在籍となって

おります。 

 １７３、１７４ページをお願いします。 

 ６項夜須中学校費でございます。支出済額は１億２,１１６万６,０００円です。 

 １目学校管理費として９,５０６万１,０００円を支出しています。２７年度比、約

１,０２０万円の増ですが、これは、体育館天井改修工事によるものであります。 

１７５、１７６ページをお願いします。 

 ２目教育振興費として２,６１０万４,０００円を支出しています。２７年度比、約

２２０万円の増ですが、主な要因としては、１１節需用費の２８年度教科書改訂に伴

う教科指導書、デジタル教科書購入費によるものであります。 

 １７７、１７８ページをお願いします。 

 ７項三輪中学校費でございます。支出済額１億８,８４３万８,０００円です。 

 １目学校管理費として３,７８９万３,０００円を支出しています。２７年度比、約

２５０万円の減ですが、主な要因は、１３節工事費の防火扉工事費の減によるもので

あります。 

 ２目教育振興費では、２,２３３万７,０００円を支出しています。２７年度比、約

１３０万円の増となっています。 

 主な要因としては、１１節需用費の教科書指導書、デジタル教科書購入費、及び１

９節の給食代替負担金の増によるものであります。 

 １７９、１８０ページをお願いします。 

 ３目学校建設費では、１億２,８２０万７,０００円を支出しています。これは、給

食調理場をウェット方式からドライ方式へ改修工事を行ったものでございます。 

 次に、１９１、１９２ページ、９項文化財保護費であります。支出済額は４,５４０

万１,０００円です。 

 １目文化財保護総務費として１,５９１万８,０００円を支出しています。２７年度

比、１９０万円の減となっています。 

 主な要因は、１１節需用費の町史本編の印刷製本費の減によるものであります。 

 １９３、１９４ページをお願いします。 

 ２目埋蔵文化財調査費については、１２１万１,０００円を支出しています。 

 ここでは開発行為に伴う試掘調査費を支出しています。２８年度は１５件の試掘、

確認調査を行いました。 

 ３目文化財補助事業費では２,８２７万１,０００円を支出しています。 

 事業としましては、東小田峯遺跡の整理作業と朝倉古窯跡群の発掘調査、報告書の

刊行を行いました。２７年度比、約７９０万円の減となっています。 

 主な要因は、甕棺整理委託料の減によるものであります。 

 １９５、１９６ページをお願いします。 

 ４目埋文調査受託事業費については、該当物件がありませんでしたので、支出して

おりません。 

 以上、教育課関係の決算について、説明を終わります。 

 続きまして、２８年度主要施策の成果と課題について説明いたします。 

 では、１２２ページをお開きください。 

 学校教育においては、筑前町教育施策に基づいて、重点項目の推進計画を立て義務

教育の推進を図っております。 

 主な点についてのみ説明をいたします。 

 特別支援教育については、小学校１０クラス、中学校５クラスの４３人の特別支援
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学級に在籍する児童生徒に対し、教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援が

行われ、個々の持てる力が高まるとともに、生活や学習上の困難が改善されました。 

 なお、町単独費による特別支援教育支援員を９名と学習支援員２名を雇用し、各学

校に配置いたしました。 

 次に、教育支援センター、適応指導教室事業については、不登校児童生徒の学校復

帰を支援する目的で、適応指導教室を平成２４年度に教育委員会内に開設いたしまし

た。 

 平成２８年度は、その中の中学３年生１名が高校へ進学することができました。 

 スクールソーシャルワーカー事業については、その専門性から、学校と家庭のパイ

プ役として、課題を持つ子の対応に大きな成果があり、学校からも大きな評価を受け

ています。 

 １２３ページです。 

 ＡＬＴ事業については、２名のＡＬＴを配置し、生の英語に触れ、児童生徒の英語

や外国文化への興味、関心の高まりが見られました。 

 １２４ページをお願いします。 

 コミュニティスクール事業では、地域に開かれた学校づくりの推進を目指し、２４

年度以降は、町内すべての小中学校で取り組み、学校運営協議会による学校経営につ

いての協議がなされ、教育活動の支援が行われました。 

 １２５ページです。 

 英語力強化、ウィンタースクール事業では、サマースクールに替えて小中学生を対

象とした立命館アジア太平洋大学留学生との交流事業を実施しました。 

 また、ウィンタースクールでは、進路獲得に向けた基礎的、基本的な学力の定着や

学習意欲の向上を図ることができました。 

 教育情報化推進事業では、全中学校の普通教室に電子黒板を導入し、より充実した

授業内容の確立に努めることとしています。 

 中１ギャップ対策事業では、夜須中、三輪中両校に英語の常勤講師を配置し、中学

入学後の英語への躓きを支援する取り組みを行ったところです。 

 １２６の１ページをお願いします。 

 教職員研修事業については、先生たちの授業力の向上を目指し、経験年数やキャリ

ア、職務内容、教育課題に応じた研修、研究を実施しました。 

 また、小中学校教育に対する指導業務では、指導主事２名を配置し、校内研修への

指導主事派遣により授業改善の指導を行い、中学校では授業改善のための研修が活性

化してきました。 

 いじめ問題等の解決に向けた外部専門家活用事業です。 

 平成２５年度からの事業であり、専門的な見地からいじめ問題の未然防止、早期発

見の効果的な取り組みを実施したところであります。 

 次に、通級指導教室事業、ことばの教室につきましては、ニーズに応えるため平成

２５年度に開設し、２９年度からＬＤ・ＡＤ・ＨＤ教室を新たに開設しております。

三並小学校に専門の研修を受けた教員を配置し、非常に好評であり、現在２８名の児

童が通っております。 

 次に、文化財に移ります。 

 １２７ページをお願いします。 

 埋蔵文化財（試掘・確認）調査事業です。 

 開発に先立ち、開発予定地の事前協議を行い、必要に応じて試掘調査を実施するこ

とにより、開発と文化財保護の調整を行っています。 

 ２８年度は事前協議、問い合わせが３１０件、事前審査が２７件、うち試掘確認調

査を１５件行いました。 
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 次に、文化財報告書作成事業として、国の補助事業により、東小田峯遺跡の整理作

業と調査報告書の刊行を行いました。まだ多数の過年度の未報告遺跡があり、大きな

課題となっております。現状としては、計画的に進めていくところです。 

 町史編纂事業では、平成２３年度から取り組み、２８年３月に本編を刊行すること

ができました。２８年度はさらにダイジェスト版と民俗資料編の刊行を行いました。 

 朝倉古窯跡群調査事業については、初期須恵器窯跡として、全国的にも貴重な遺跡

が町内に３カ所も所在しており、文化庁の指導のもとに調査を行い、報告書を刊行す

ることができました。 

 次は、１２８ページ、学校給食費の収納状況についてです。 

 平成２８年度末給食費滞納額は６校合わせて６４件の１６３万９,９７８円です。 

 平成２７年度と同額でありますが、これは、児童手当から直接引き落としができる

ようになり、２８年度は新たな滞納がなかったためです。 

 以上で、教育課の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

一木委員 

 一木委員  資料のほうでお尋ねいたします。 

 １２６の１ページということでございます。 

 教育相談事業で、いじめ早期発見・早期対応、不登校の予防・早期対応についてと

いうことで、先ほど課長のほうから対策等についてはご説明がありましたけども、各

小中学校の２８年度の実態はどうであったのか、また、現状について、説明を求めた

いと思います。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 筑前町におけるいじめ・不登校の実態ですけれども、２８年度において不登校が、

小学校２名、中学校２０名。そのうち小学生１名については解消しております。中学

校も４名については解消しているところです。 

 現在、２９年度現時点では、小学校１名、中学校１２名というところです。 

 いじめについては、認知件数ですけれども、２８年度、小学校、中学校合わせまし

て８件、２９年度は６件の認知がされております。以上です。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  決算書の１５８ページでお尋ねいたします。 

 上から３枠目です。賠償金の主な内訳をお尋ねいたします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。  

 ２８年度の件数ですけれども、小学校が１１９件、中学校が１３６件となっており

ます。以上です。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  件数は答えていただきましたが、大体、主なものですね、どんなものがあるんだろ

うかと思いましてですね。 

 これは、ちょっと調べてみました。２６年は３００万、２７年は３１５万余りとい

うことで、２８年はちょっと減っとります。わずかばかり減っておりますけど。 

 この数字、もちろんこの決算の数字を減らすことはもちろん大事ですけど、要はで

すね、子どもたち、そんな痛い思いしたりどうしたり、ケガしたりですね、そんなす

る件数が変わらないのかと思ってですね。 

それに対して成果と課題、ちょっとこの中から拾いきらんやったとですけど、どの

部分かですね。そういうふうな、減るような、数字を減らすんじゃなくて、そういう
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被害に遭った子どもが減るような取り組みをしてあるんだろうかと思って、お尋ねし

たところです。その辺りどうでしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 先ほどの件数の主な負傷の種類についてですけれども、一番多いのが、小学校、中

学校含めて、挫傷、打撲が９４件となっております。そして、その次に多いのが骨折

で７３件、その次が捻挫で４４件というふうになっておりまして、この３つが毎年負

傷、疾病の種類の中でトップを行っております。 

 これにつきましては、各学校児童生徒の安全配慮、安全管理、ケガのないような指

導等は学校で取り組まれておりますので、先生方のそういった熱心な取り組みによる

ものだと思われます。以上です。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  今、件数は言っていただきましたが、件数については、私も去年、その前と、２６、

２７と調べておりませんので、どういう状況か分かりませんけど、数字から見てです

ね、やっぱり同じ数字が上がってくると、それが、取り組みはされてあるかもしれな

いけど、改善されてないということとやっぱり判断するんですね。だから、やっぱり

それ以上の取り組みをお願いしたいと思います。 

 それともう１点、資料のほうでお尋ねいたします。 

 １２７ページです。上から３枠目の指定文化財管理業務のところです。 

 文化財保護総務費でですね、栗田の神社の大楠の管理が毎年出てきますけども、町

指定の文化財、そのようなですね、同じような。それは町内で大体何件ぐらいありま

すでしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 町指定が７件でございます。 

 委 員 長  木村委員 

木村委員  他の指定の木があるところもですね、適正な管理ができているかどうかというのが

ですね、困ってあるというところも聞きます。 

 他の６件については、どういう管理をされてあるんでしょうか。適正な管理ができ

ているんでしょうか、お尋ねいたします。 

委 員 長  教育課長 

教育課長  お答えいたします。 

 ６件については、所有者の方に適正な管理をお願いしております。以上です。 

 委 員 長  木村委員 

木村委員  適正な管理ということでしたけども、その所有団体の方から管理に困っとるという

ことでですね、声を聞いております。 

 ぜひ、再度調査をしていただいて、適正な管理ができているか、これを確認してい

ただきたいと思います。答弁は要りません。 

委 員 長  奥村委員 

奥村委員  １２６の１ページでお尋ねします。 

 最後の将来の課題のところで、教育委員会一括発注に伴う学校間のコストの格差が

見られたとありますが、これによっての繰越金ですね、各小中学校の給食費の繰越金

をお尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

教育課長  お答えいたします。 

 各学校の給食費の繰越金ですけれども、三輪小学校が、千円未満は省略させていた
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だきます。２２５万３,０００円、東小田小学校が２３万７,７００円、中牟田小学校

が８５万５,０００円、三並小学校が２２万８,０００円、夜須中学校が１４０万４,０

００円、三輪中学校が７３万円となっております。以上です。 

 委 員 長  奥村委員 

奥村委員  繰越金は今分かりましたけども、一括発注に伴うと、この一括発注でございますけ

ど、例えば、肉、野菜等の一括発注に伴う料金と、購入費ですか、値段、これも同じ

ような料金に設定してあるんでしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 一括発注では、学校給食会や登録されてある納入業者のところから注文するわけで

すけれども、価格は設定されておりますので、大規模校、小規模校でも注文する食材

の価格、単価は同じでございます。以上です。 

 委 員 長  奥村委員 

 奥村委員  食材の単価が同じということでございますけど、この夜須中の１４０万と三輪中の

７３万ですか、同じ食材の単価が一緒であれば、どうしてこれだけの開きが出るのか

を、ちょっとお尋ねいたします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 繰越金については、学校給食管理委員会等で適正な繰越しがなされるように、概ね

いろいろ非常事態とかが起きたときのために、１０食分ぐらいの繰越金額をすること

というふうに定めております。 

 それに則って各学校行ってあるところなんですが、どうしても一括発注ではありま

すが、詳細はちょっと把握しておりませんけれども、各学校で若干の差が出てきてし

まっております。以上です。 

 委 員 長  奥村委員、よろしいですか。 

 はい。 

 奥村委員  今、私が聞いたところではですね、肉関係は業者が３店ほどありまして、そこは同

じように価格を設定してあると、単価が。ただ、野菜に関してはですね、とまととみ

なみの里ですか、夜須中がとまと、三輪中がみなみの里で、単価に違いがあると聞い

ておりますけども、これはもう同じように、肉と同じように設定することはできない

んでしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えします。 

 地元産物の農産物納入業者につきましては、先ほどのみなみの里等については、打

ち合わせを定期的に行い、価格の調整等は行っておるところです。 

 価格を合わせるという点については、引き続き調整協議をしていかないといけない

かと思っております。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  図書司書の賃金について、お尋ねします。 

 三輪小と中牟田小それと三輪中は１６３万５,４００円で、３校とも同じです。 

 三並小と夜須中は１６４万６,４５０円、２校は全く同じ金額なんですね。 

 東小田が１６３万４,３５４円と違っているんですけれども、どうしてこんな違いが

出たのか、お尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 臨時職員の日額の単価ですけれども、町外かつ５㎞以上の者には５０円が加算され
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て日額に加わります。その関係で、金額の差が出てきたものと思われます。以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  東小田小の１円単位の４円は何なんでしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 休日・休暇を取られた際に、日額を時間給なり日割り、時間割りして賃金を支給し

ますので、その際に端数が生じてきます。以上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、教育課を終わります。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで休憩をいたします。 

 ２時３５分から再開します。 

（１４：２４） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１４：３５） 

 委 員 長  生涯学習課の説明を求めます。 

生涯学習課長 

生涯学習課長  それでは、生涯学習課の決算について、説明をさせていただきます。 

 決算書の１７９ページをお開きください。 

 ９款教育費、８項社会教育費、１目社会教育総務費でございます。 

 支出総額１億１７５万６,０００円で、職員給与、嘱託職員、社会教育指導員等の人

件費、成人式の経費及びＰＴＡ、青少年育成町民会議などの補助金が主なものでござ

います。 

 続きまして、１８１ページ、下段をお願いいたします。 

 ２目めくばーる学習館費でございます。 

 めくばーる学習館、町民ホールの維持管理費用が主なものでございます。 

 支出総額４,１２３万５,０００円で、めくばーる全体の電気代、上下水道の使用料、

施設管理及び保守点検等の委託料でございます。 

 １１節需用費の修繕料４００万８,０００円は、町民ホール注水ポンプ、非常用発電

設備、学習館エレベーター、照明器具の改修でございます。 

 １５節工事請負費は、めくばーる学習館屋根改修でございます。 

 続きまして、１８３ページをお願いいたします。 

 １８３ページ下段、公民館費でございます。 

 支出総額７６６万１,０００円でございます。公民館長報酬、高齢者学級及び公民館

講座講師謝金、青少年事業と公民館活動支援のための補助金、自治公民館等コミュニ

ティ整備費補助金、南高田公民館改修等でございます。 

 続きまして、決算書１８５ページ、４目公民館支館費３０５万円でございます。公

民館支館、コスモス公民館の維持管理費用が主なものでございます。 

 続きまして、５目コスモス図書館費は、支出総額５,２６４万６,０００円で、決算

書の１８７ページ、１１節消耗品は、図書館雑誌、新聞購入などでございます。 

 １３節委託料では、図書館運営業務委託料２,７４３万６,０００円を支出しており

ます。 

 また、図書システム保守料は、図書システム構築事業委託料として７４５万１,００

０円を支出しております。 
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 １８節備品購入費では、図書資料購入費６４９万９,０００円を支出しております。 

 また、図書システム構築に係るパソコンプリンターや車いす、ベビーカー等の購入

として６５４万７,０００円を支出しております。 

 決算書の１８７ページ、６目めくばーる図書館費は、支出総額３,９０９万円となっ

ております。支出内容につきましては、コスモス図書館費とほぼ同様でございます。 

 決算書１８９ページ、下段の８目文化振興費は、支出総額１,７４３万９,０００円

でございます。 

 決算書に書かれておりますように、講演会、演奏会等の自主文化事業や文化団体で

ある文化協会への補助、めくばーる町民ホール、コスモスプラザふれあいホールの舞

台、吊り物、照明、音響などの保守点検、及びオペレーター業務が主な費用となって

おります。  

 続きまして、決算書１９５ページ下段をご覧ください。 

 １０項保健体育費、１目保健体育総務費につきましては、７５５万５,０００円の支

出でございます。各種スポーツ大会、指導員研修会、スポーツ推進員等経費や体育協

会、スポーツ少年団への補助が主なものでございます。 

 １９８ページ、１３節委託料のスポーツフェスタ事業委託料につきましては、パー

クゴルフ大会、ソフトボール大会、ビーチバレーボール大会、うぐいすマラソン大会

の運営を体育協会に委託しておりますので、その委託料でございます。 

 １９節負担金補助の全国規模大会出場助成金は、野球、ソフトテニス、空手道、少

林寺拳法等の１０の団体と個人に助成をしております。 

 同じページの２目体育施設費で、支出総額６,９９７万４,０００円でございます。

社会体育施設の維持管理及び学校施設開放に係る夜間照明の光熱費が主なものでご

ざいます。 

 １３節委託料では、多目的運動公園管理委託５０７万８,０００円、体育施設管理委

託料１,０１３万５,０００円支出しておりますが、主なものといたしまして、農業者

トレーニングセンターの管理業務、三輪小学校体育館での三輪地区体育施設管理業

務、町民プール管理業務などでございます。 

 以上が、決算の報告でございます。 

 続きまして、主要施策の成果及び将来の課題について、説明いたします。 

 資料の１２９ページをお願いいたします。 

 生涯学習社会の実現を目指す社会教育の推進では、社会教育委員会の活動におい

て、１０月に開催した子どものつどいに参画し、大声大会を実施し、筑前町子どもの

約束のＰＲに努めていただきました。 

 また、新規事業として、大刀洗平和記念館中学生ボランティアガイドを実施いたし

ました。この事業は、内外からの評判も良く、今後も継続して実施するよう関係機関

と連携していきたいというふうに考えております。 

 １３０ページをお願いいたします。 

 明るくたくましい青少年の育成では、町内４校の小学生が参加した６年生交流会

を、９月に２泊３日で実施をしました。 

 子ども会議、通学合宿、ちくぜん町探検隊、貢献隊事業では、子どもたちの社会性、

規範意識の向上を念頭に活動を展開をいたしました。 

 また、通学合宿は、町と地域の共催で、２カ所で実施をいたしました。しかし、地

域の負担が大きいことから、今後は町主催で、地域の協力を得ながら実施する計画を

する必要がございます。 

 資料１３２ページをお願いいたします。 

 筑前町青少年育成町民会議の活動でございます。 

 ６部会に分かれ、それぞれの部会の持ち味を生かしていただきながら、活発な活動
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ができたというふうに考えております。 

 同じく資料１３２ページ下段でございます。 

 いつでもどこでも学べる成人教育の推進ということで、出前講座の開催は年間１２

３回開催しております。さらに活動していただけるようにＰＲと内容の充実を関係機

関と連携して取り組みたいと考えております。 

資料１３３ページをお願いいたします。 

公民館主催の成人講座を８講座開催しております。詳細については、資料をご確認

いただきたいと思います。 

続きまして、資料１３４ページでございます。 

豊かな生活を支える生涯スポーツの推進でございます。 

 各種スポーツ大会を開催しておりますが、ソフトボール大会、ビーチバレーボール

大会、うぐいすマラソン大会、パークゴルフ大会につきましては、筑前町スポーツフ

ェスタと位置付け、体育協会に運営を委託し、連携しながら実施に努めてまいりまし

た。昨年は雨のため町民ソフトボールが中止となったところでございます。 

 続きまして、資料１３５ページでございます。 

 社会体育施設の整備、利用促進でございます。 

 どの施設も多くの利用があっておりますが、施設については老朽化も進んでいる部

分もありますので、改修等を適宜行っていくことが今後必要となってまいります。 

 続きまして、資料１３６ページをお願いいたします。 

 豊かな情操と創造性を育む文化活動の推進でございます。 

 文化まつりを文化協会主催にて開催しているところでございます。 

 しかし本町も全国的な傾向で、文化協会会員が減少しているところでございます。 

 同じく、資料１３６ページから１３７ページをお願いいたします。 

 ホールの運営充実と利用促進につきましては、コンサートや講演会などの文化事業

を実施しております。１１事業で、延べ２,４９７人の来場がありました。今後も創意

工夫しながら、幅広い年齢層に求められる事業を提供していきたいと考えておりま

す。 

 また今後は、企画検討委員会を立ち上げ、幅広い町民の意見を参考にして開催をし

たいというふうに考えております。 

 同じく、資料１３７ページ下段の、コミュニティづくりを目指した公民館活動の推

進でございます。 

 自治公民館活動の推進を図るため、自治公民館施設、広場整備の助成金がございま

すが、２８年度は南高田の自治公民館改修工事に３００万の助成を行ったところでご

ざいます。 

 続きまして、資料１３９ページをお願いいたします。 

 図書館でございますが、サービスの充実、資料の整備充実、利用の促進を柱に取り

組みを行ってまいりました。 

 具体的には、布絵本講座、小学生読書リーダー養成講座、各種お話会などを実施し

ております。団体貸出も１万冊を超えているところでございます。予約やリクエスト

制度の活用、レファレンスにも積極的に対応し、利用の促進を図ってまいりました。 

 今後は更なる図書館サービスの充実と読書意欲の活性化、ポップ等で工夫しながら

読書意欲の活性化を図っていきたいというふうに考えております。 

 以上で、決算並びに主要施策の報告を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

山本一洋委員 

山本一洋委員  成果と課題の資料の１３０ページのところと、２件お伺いします。 

 通学合宿ですけれども、この将来の課題の中で、地域だけの開催は負担が大きく困
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難かと思われるという将来の課題がありますが、これは、私は違うんじゃないかと思

います。 

 地域の教育力をつくるためにこういうものをやって、地域の子どもたちを地域で守

る、地域で育てる、という視点がここにあったのではないかと思います。 

 ですから、町でやっていたことを地域に任せる、地域でやれるような指導をすると。

それが、私は今から生涯学習としてやっていくことではないかと思いますが、どのよ

うにお考えかお尋ねいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 ２８年度２カ所開催したわけでございますが、実行委員会というのを立ち上げまし

て開催しておりますが、その反省の中で、地元の負担が多すぎるということをですね、

意見が多ございましたので、昨年はですね、地元の方にも見守り、それから泊まって

いただくこともしておりましたけども、負担が大きいということでございますので、

本年は、見守りにはですね、地域の方に来ていただいておりますが、宿泊については

生涯学習課のほうでやっているということでございます。 

 委 員 長  山本一洋委員 

山本一洋委員  見守りは、地域の方も見守りするんではないでしょうか。生涯学習課だけでやって

いるのではないと、今までも実行委員会のメンバーが見守りもやっているし食事指導

もやっている。 

 そういうことをやるという、やってもらうということが大事であって、私の知って

いる人の、以前、会長された人も、やっぱり子どもたちがですね、どんどん大きくな

っても「おいちゃん」というような形でですね、繋がりがある。そういうことが大事

ではないかと、そういう視点でですね、ぜひお願いをしたいと思います。 

 もう１点、お尋ねをいたします。 

 １３５ページの町民プールのところでお尋ねいたします。 

 住民の方から、町民プールの滑り台が２基とも故障したままで、プールに行っても

使用できないという声を聞いております。また、１つの滑り台で孫が滑っていると、

水泳パンツが破れてですね、事故があったというような話も聞いています。 

 来年度に向けてですね、もう終わっているかもしれませんけれども、来年のプール

オープンに向けてはですね、しっかりとした補修をやっていただきながら、オープン

時にはすべての施設が利用できるようにやっていただきたいと思いますが、どのよう

にお考えでしょうか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  確かにスライダーが２基ございますが、２基とも使えない時期が一時期ございまし

た。その後、修理をいたしまして、現在、もうプールの期間は終了しておりますけど

も、その期間内にですね、滑れるように修理をしたところでございます。 

 それから、プールが３０年ほど経っていると思いますので、２基ともですね、修理

がなかなか難しいようで、新たにするとかなりの経費がかかるということで、現在見

積もり等も取りながら、来年度に向けて検討したいというふうに思っております。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  １点だけお尋ねをします。  

 多目的運動公園の管理について、お尋ねをいたしますが。 

 ２８年から一部開園が始まったわけですが、多目的運動広場、スポーツ少あたりが

結構、利用していると思うんですが。 

 実は城山マルシェ、今年あったわけですが、そのときに管理人さんと、２人おらっ

しゃったんですが、その方とちょっと話をさせていただきました。 
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 非常に、結構、早い時期から申し込みを受け付けるんですが、キャンセルが多いと。 

 ということは、保険をかけてあるようですね。もう１つの会場を借りて、もし、こ

っちが借りれなかったら多目的運動広場を借りようというような形でですね、非常に

保険かけて申し込んであるということで、キャンセルが非常に多いんですよというこ

とを聞いたわけですが、そこら辺、理解してあるでしょうか。それとも改善策まで考

えてあったのでしょうか、お尋ねをいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  昨年、多目的広場のほうはですね、開設いたしまして、そこでサッカーとかがです

ね、非常に今、委員が言われましたように、申し込みだけしとって、キャンセルとい

うのがかなり多かったということは聞いております。 

 そういうことを踏まえまして、本年度はそこのスポーツ少年団の指導者に対して、

過度な予約はしてくれるなということを、本当に必要なときだけ予約してくださいと

いうことの指導をしているところでございます。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  ぜひお願いします。 

 管理人の方がですね、せっかく別な方も申し込まれて、もう予約が入ってますとい

うことで断られて、その後キャンセルになれば、そこは空くわけでございますからで

すね、ぜひ指導していただいてですね、ぜひ、みんなが利用できるように、ひとつお

願いいたします。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  資料のほうでお尋ねします。 

 １３４ページでございます。 

 中段のキックベースボール大会、これ以前から申し上げておりましたが、まずです

ね、３６チーム、４９４人の、夜須中学校区、三輪中学校区の内訳を教えてください。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  ３６チームのうち、夜須地区のチームが５チームでございます。 

 委 員 長  木村委員 

 木村委員  これほんと以前から申し上げておりましたけど、あんまりにもですね、夜須中学校

区と三輪中学校区の差が大きいということでですね、やはり町全体の事業で、これは、

私、この事業が始まって、これはもう合併当初からあってたんですキックベースボー

ルはですね。 

 三輪中学校区でしていたということで、それを引き継いだということでですね、も

う３年目、５年目の時点でですね、もうはこれはですね、いろんな取り組んできたん

ですけれども、できないと。同じぐらいの数字に持っていくことが困難であるという

ことでですね、そこからずーっと言ってきたんです。 

 なおかつ、まだ今ですね、やっぱり好ましくないということは、どんななんですか、

この状態というのがですね。町全体で、この偏った地域のですね、こういうふうな。 

 だからといって、私はやめろとは言ってないんですね。やめろとは言ってないんで

すけど、やはり独立リーグでキックベースボールをするとかですね。 

 それか、もうちょっとこれを続けていくならですね、もう、これは何年ですか、も

うちょっと具体的に数字をですね、夜須中学校区の参加者をあげていくように、例え

ば、学校にお願いに回っていますとか、答えをいつも貰うんですけど。 

 じゃあ、学校の体育の時間に取り入れてもらってするとかですね、そういうふうに

すれば、たぶんグーンと上がると思うんですよ。 

 そういった具体的なですね、取り組み、改善する取り組みというのはできないんで

すか。お尋ねいたします。 
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 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  今、委員が申されましたようにですね、そういったことは以前から聞いておるとこ

ろでございます。 

 本年度につきましては中牟田小学校、三輪のほうは各行政区ごとに出場しておりま

すけども、今回、夜須地区で中牟田小学校区で５チーム、それはＰＴＡの役員さんと

か以前されてあった方、地域の方が中心になられて、子どもたちを集めて５チームで

すね、とあと朝日が単独で出られたと。６チーム、今年はですね、出られたところで

ございますが、なかなかこれを増やすというのはですね、そういうお世話をする人が

必要と、当然ですね、なりますので、なかなか難しい面はあるのかなということも思

いますし、また、夏場の開催ということでですね、７月末ぐらいの開催でございます

ので、熱中症はどうなのかということもですね、言われてきているような状況でござ

います。 

 この件に関しても、町のスポーツ委員会で検討しているところでございますが、な

かなか、これに取って代わるものの案が出ないのが現状でございますので、そういう

種目、それから開催時期、そういうのをですね、やっぱり真剣に検討していかなけれ

ばならないようなですね、時期に来ているのではないかなということを思っておりま

す。以上でございます。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 以上で、生涯学習課を終わります。 

 これで歳出を終わります。 

 委 員 長  それでは、続きまして歳入の説明を求めます。 

財政課長 

 財政課長  それでは、歳入について説明いたします。 

 歳入につきましては、決算の概要におきまして、もう説明はしておりますので、重

複しないように説明をさせていただきます。 

 決算書の９ページをお願いいたします。 

 １款町税につきましては、税務課のほうより説明があっておりますので、省略をい

たします。 

 １１ページをお願いします。 

 ２款地方譲与税につきましては、前年度からわずか減少しておりますけど、１億４,

６６５万５,０００円です。 

 ３款利子割交付金は、前年度比４８.４％の減、４款配当割交付金は、前年度比４０.

７％の減、１３ページの５款株式等譲渡所得交付金は、前年度比５７.７％の減となっ

ております。 

 ６款地方消費税交付金は４億６,８８８万７,０００円で、前年度より８.８％の減で

す。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金は前年度とほぼ変わらず、１,７６４万８,０００円です。 

 ８款自動車取得税交付金、１５ページの９款国有提供施設等所在市町村助成交付

金、１０款地方特例交付金は、いずれも前年より増加をしております。 

 １７ページ、１２款交通安全対策特別交付金は、前年度比１０.４％の減ですが、例

年６００万円前後の交付額となっております。 

 １３款分担金及び負担金は、調定額２億５３０万９,０００円に対し、収入額２億２

５５万６,０００円、収入未済額２７５万３,０００円です。 

 収入未済額につきましては、１９ページ、２項３目の児童福祉負担金の保育料など

の未納分であります。 
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 １４款使用料及び手数料は、調定額２億６,２１７万９,０００円に対し、収入額２

億１,７０２万５,０００円、収入未済額４,５１５万３,０００円です。 

 収入未済額につきましては、２１ページ、１項７目の町営住宅使用料が主なものと

なっております。 

 ２３ページをお願いします。 

 １５款国庫支出金でありますが、収入済額１５億１,３６５万９,０００円です。前

年度比２億７,１５１万６,０００円の増額です。 

 主なものにつきましては、１項３目民生費国庫負担金の児童手当負担金３億６,５１

３万９,０００円、児童福祉費負担金１億４,９３５万６,０００円、心身障害者保護費

負担金２億６,６０７万４,０００円、２５ページ、２項３目民生費国庫補助金の社会

福祉費補助金１億４,１１６万４,０００円、児童福祉費補助金１億３,５６０万３,００

０円、２７ページ、２項７目土木費国庫補助金の公園整備費補助金１億９,６３０万円

などでございます。 

 次に、１６款県支出金ですが、収入済額９億７,３４２万６千円です。前年度比１億

１,３９４万３,０００円の増額です。 

 主なものにつきましては、２９ページの１項３目民生費県負担金の児童手当負担金

７,９２６万２,０００円、国民健康保険基盤安定負担金８,４８９万３,０００円、児童

福祉費負担金７,５０５万２,０００円、心身障害者保護費負担金１億３,３０７万２,

０００円、後期高齢者医療保険基盤安定負担金６,９４５万９,０００円、３１ページ、

２項２目総務費県補助金の企画費補助金９,２９９万３,０００円、３目民生費県補助

金の社会福祉費補助金６,９０６万４,０００円、児童福祉費補助金５,０５０万５,００

０円、５目農林水産業費県補助金２億５,０６０万８,０００円などでございます。 

 次に、３５ページをお願いします。 

 １７款財産収入、収入済額１億９,２４２万８,０００円です。前年度比８,７３１万

８,０００円の増額です。 

 増額の主な要因につきましては、３７ページ、２項１目不動産売払収入のヤクルト

用地売払いの手付金収入によるものでございます。 

 １８款寄附金、収入済額５,８２４万３,０００円です。前年度比１,０３８万６,００

０円の増額です。増額の主な要因は、ふるさと応援寄附金の増加によるものです。 

 １９款繰入金、収入済額１０億８,６８４万８,０００円です。前年度比４億５,１７

３万７,０００円の増額です。増額の主な要因は、３９ページの財政調整基金繰入金の

５億円でございます。 

 ２１款諸収入は、収入済額１億４,０４０万１,０００円です。 

 次に、４５ページをお願いします。 

 ２２款町債につきましては、１２億８,１６７万７,０００円の借入を行っておりま

す。 

 なお、歳入の詳細につきましては、資料の、決算の概要のですね、４ページから７

ページのほうに記載のとおりでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  歳入の説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

田口委員 

 田口委員  １５ページのですね、９款１項１目国有提供施設等所在市町村助成交付金、いわゆ

る基地交付金でございますけれども、当初予算額が１,１００万、貰ったのが１,３７

１万７,０００円というふうなことですが、これは、資産台帳から拾って防衛施設庁に

出すものであると思いますが、この増えた意味はどういうことか、お尋ねします。 

 委 員 長  税務課長 
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 税務課長  一般質問からいろいろありがとうございます。 

 基本的にですね、予算ですので、基地交付金というのはですね、いわゆる何％とか

いうものではないんです。 

 そのときも申し上げましたように、国の基地交付金の予算が決まって、そして、そ

の中から１０分の７については、その施設分です。１０分の３については、その市町

村の財政運営の状況を見ながら案分しますというような形のものですから、確定した

ものがなかなかできません。 

 例年、大体１,３００万程度はありますが、基本的には予算というのは、予算割れと

いうのは、ちょっと難しいものですから、１,１００万ということで予算的には上げて

おります。 

 去年も１,３００万、その前の年が１,２００万ぐらいだったと思いますけど、その

程度のものでつかみようがないというような感じでございますので、そういうふうな

予算措置をしておるというような状況でございます。以上です。 

 委 員 長  川上委員 

 川上委員  ２２ページなんですが、土木使用料、この道路使用料にですね、ＮＴＴ占有料とい

うことで１６３万９,０００円ばかり入っていますが、未済額で１２万９,０００円あ

りますが、この未済額の内容について、教えてください。 

 委 員 長  財政課長 

 財政課長  ２２ページの分でございます。 

 ＮＴＴ占有料が１６３万９,７６６円、これは収入があっております。 

 もう１つ別のＮＴＴコミュニケーションズの分がございます。それが収入未済額と

して上がっておりますけど、今、現在はですね、これは収入をしております。２月頃

にですね、請求をしておったということでありますけど、決算の締日のほんの数日後

に入ってきたということで、担当課のほうは早期の納入をお願いしとったみたいです

けど、ちょっとわずかですけど間に合わなかったということでございます。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第１号「平成２８年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定について」

を、採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第１号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第１号「平成２８年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」は、認定すべきものと決定いたしました。 

 委 員 長  続きまして、認定第２号「平成２８年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  こんにちは。健康課です。 

 昨日に引き続きよろしくお願いをいたします。 

 まず、国保特会決算説明前に、このときでいいよという了解を得ておりましたので、

昨日の河内委員の、決算資料の９１ページの乳幼児健診事業、平成２８年度の１０カ

月健診、受診率１００.４％の理由についての回答をさせていただきたいと思っており
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ます。 

 平成２８年度の１０カ月健診対象者が２６４人です。年度中、受診者が２６１人、

当該年度中の指定健診期日に都合によって受診できず、平成２８年度受診された方が

４人、この４人を含めて平成２８年度受診者が２６５人となりまして、その結果受診

率が１００.４％となっているような状況です。 

 ちなみに４カ月健診、１歳６カ月健診、３歳健診も１００％超えておりませんが、

同様な事例を含めての受診率という形になっておりますので、よろしくお願いしてお

きたと思います。 

 それでは、平成２８年度国民健康保険事業特別会計決算及び実績報告書について、

ご報告いたします。 

 まず、最初に決算について、ご説明いたします。 

 決算書の２２４ページをお開きください。 

 まず、歳出からご説明いたします。 

 歳出、１款１項１目一般管理費、支出総額４,７５３万１,０００円、支出の主なも

のは、人件費及び健康保険証の印刷、郵送費、及び第三者行為求償事務手数料で、前

年度より３１４万４,０００円増額となっております。 

 主な要因としましては、第三者行為求償事務手数料に係る５件増によるものです。 

 １款１項２目連合会負担金、支出総額１４４万円、これは、国保連合会への事務負

担金となります。 

 ２２６ページにわたっておりますが、１款２項１目賦課徴収費、支出総額２４０万

８,０００円。これは、主に８節報償費の国保税に係る収納税対策専門員の報酬と課税

通知等に係る１２節通信運搬費となっております。 

 １款３項１目運営協議会費、支出総額４万８,０００円、これは、主に国保運営協議

会委員の日額報酬です。 

 次に、２款保険給付費です。 

 支出総額２２億６,７５３万円、前年度から７,５３７万２,０００円の減となりまし

た。この主な要因は、被保険者数の減少と診療報酬の改定によるものです。 

 内訳としまして、１項療養諸費、前年度から３.９％の減、７,９８１万６,０００円

の減となっております。 

 ２２８ページ、２項高額療養費、前年度から１.６％の増、４５８万円増の支出総額

２億８,７６０万２,０００円となっております。 

 ３項移送費、前年度はございませんでしたが、平成２８年度、１件発生いたしまし

て３万３,０００円の支出となっております。 

 ２３０ページ、４項出産育児諸費、審査支払手数料を含めて前年度とほぼ変わらず、

１,２５１万１,０００円となっております。 

 ５項葬祭諸費、３件減の４５件分で、１３５万円となっております。 

 ３款後期高齢者支援金等は、前年度から２.１％の減、８７４万４,０００円減の、

支出総額３億９,９５５万２,０００円となっております。 

 ２３２ページです。 

 ４款前期高齢者納付金、前年度から１万１,０００円増の２９万６,０００円を支出

しております。 

 ５款老人保健拠出金は、事務費拠出金として１万２,０００円を支出しております。 

 次に、６款介護納付金は、前年度から１,０３０万９,０００円減の１億５,８８２万

９,０００円となっております。 

 ２３４ページです。 

 ７款共同事業拠出金は、平成２７年度からの保険財政共同安定化事業の対象が、す

べての医療費が対象となったことから、昨年度は大幅に増額となっておりますが、平
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成２８年度につきましては、前年度から３１９万減の、支出総額８億８,９９７万８,

０００円となっております。 

 ２３６ページです。 

 ８款保健事業費です。 

 この８款では、主に特定健診事業、レセプト点検事業関係の支出となっており、支

出総額３,０９７万９,０００円です。前年度から１３３万７,０００円の増となってお

ります。 

 これは、８款１項１目の特定健康診査等事業費の１３節委託料の健康づくり運動指

導業務委託料、７５万５,０００円増が主な要因となります。 

 １項特定健康診査等事業費は、前年度から１０１万５,０００円増の２,２５６万９,

０００円となっております。 

 主な支出としましては、１３節委託料の特定健診委託料１,２１２万６,０００円で、

主な増額要因としましては、先ほど説明いたしました運動指導業務委託料の教室の回

数増に伴うものになります。 

 ２項保健事業費は、前年度から３２万４,０００円増の８４１万円となっています。 

 主な支出としましては、１３節委託料のレセプト点検業務に伴う委託料６０９万９,

０００円で、主な増額要因の１つとしましては、同一月内で同一診療科に多数回の外

来受診者等を対象にし、この対象者の適正受診による医療費の減を目的に、平成２８

年度から国保連合会に委託した訪問健康相談事業８万９,０００円とはり・きゅう・マ

ッサージ施術費補助金１３万４,０００円増が主な要因となります。 

 ２３８ページ、１０款公債費、歳入欠陥時に一般会計から一時借入を行った際の一

時借入金利子１３万円を支出しております。 

 １１款諸支出金、前年度から３,６９７万３,０００円減の、支出総額２,４２５万６,

０００円となっており、減額の主な要因としましては、前年度、国庫負担金超過分の

返還金の減によるものです。 

 ２４０ページ、１２款予備費の充用はございません。 

 １３款前年度繰上充用金は、平成２７年度国保会計の収支が２億４,８４１万３,０

００円の赤字となりましたので、平成２８年度予算から繰上充用を行ったものです。 

 以上、歳出予算現額４２億２,４２６万９,０００円に対し、歳出済額４０億７,１３

９万４,０００円で歳出決算を終えております。 

 続きまして、ちょっと戻りまして、２０８ページの歳入の説明をさせていただきま

す。 

 １款国民健康保険税は、収納対策アドバイザーの指導等により、前年度から２０４

万７,０００円増の６億９,６０８万５,０００円を収納いたしております。 

 ２１０ページです。 

 ２款使用料及び手数料、前年度から４万３,０００円増の、督促手数料８４万３,０

００円を収納しております。 

 ３款国庫支出金、前年度から５,１７５万７,０００円減の、収入総額７億９,１６３

万円となっております。 

 この要因としましては、１項１目療養給付費等負担金の現年一般分が、療養給付費

の減等により、前年度から４,７５５万１,０００円減の、収入３億７,６０３万８,００

０円となったことが主な減額要因となっております。 

 なお、２１２ページ、２項国庫補助金には、前年度にはございませんでした２目災

害臨時特例補助金１万３,０００円は、東日本大震災被災者に対する国保一部負担金免

除による特例措置に係る補助金、３目国保制度関係業務準備補助金６５万８,０００円

は、平成３０年度国保広域化制度改正に伴うシステム改修補助金となっております。 

 ４款療養給付費交付金、前年度から４,１０３万１,０００円減の、収入総額１億１,



 51 

８０９万４,０００円となっております。 

 この減額要因は、退職被保険者に係る療養給付費相当額を社会保険診療報酬支払基

金が交付するもので、退職被保険者の減少によるものです。 

 ５款前期高齢者交付金は、６５歳から７４歳までの前期高齢者の増加が、前期高齢

者の加入が多い国保財政を圧迫する要因となっており、その財政調整のために交付さ

れるもので、前年度より９,９７７万５,０００円増の８億８,８０１万８,０００円とな

っております。 

２１４ページ、６款県支出金、前年度から９,９０８万６,０００円増の、収入総額

２億６,４３８万８,０００円となっております。 

 主な要因としましては、財政調整交付金が、２６年度から２７年度の医療費の伸び

率が県平均を下回ったことによる医療費抑制による増額となったものです。 

 ７款共同事業交付金は、前年度から４,２７７万９,０００円減の８億４,２７１万３,

０００円となっております。 

 ２１６ページ、９款繰入金です。 

 前年度から４７７万６,０００円増の、総額３億３,８３４万１,０００円を一般会計

から繰り入れしております。 

 １節保険基盤安定繰入金から５節財政安定化支援事業繰入金までが法定内繰入金

です。 

 ６節その他一般会計繰入金が、赤字補填のための法定外繰入金となっております。 

 なお、３節職員給与等繰入金６,０９３万９,０００円は、前年度から２,１２４万７,

０００円増となっておりますが、これは、昨日、一般会計で説明いたしましたけども、

法定内繰入金として平成２８年度から事務費相当分を繰り入れたことによるもので

す。 

 ２１８ページ、１１款諸収入、前年度から１,８８８万１,０００円増の、収入総額

２,８７５万４,０００円となっております。 

 増額の主な要因としましては、雑入、一般被保険者第三者行為納付金が、１件高額

な納付がございましたので、前年度から増となっております。 

 ２２０ページ、７款歳入欠かん補填収入２億４,８４１万３,０００円は、２７年度

国保会計へ繰上充用を行うための予算措置をした際に、その財源となるものがないこ

とから設けた科目でありますので、収入済額は０となっております。 

 以上、歳入予算現額４２億２,４２６万９,０００円に対し、収入済額３９億６,８８

７万円で収入決算を終えております。 

 ２４４ページをお願いいたします。 

 歳入総額３９億６,８８７万円、歳出総額４０億７,１３９万４,０００円、歳入歳出

差引額、マイナスの１億２５２万４,０００円となっております。 

 なお、このマイナス１億２５２万４,０００円につきましては、決算書２０７ページ

記載のとおり、翌年度の２８年度国保会計歳入予算からの繰上充用の措置を行ってお

ります。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料で説明いたします。 

 まず、たいへん申し訳ございませんが、昨日の一般会計と同様に訂正箇所、２３ペ

ージの中に複数ございましたので、差し替えをお願いさせていただきました。たいへ

ん申し訳ありません。お詫び申し上げます。 

 それでは、２１ページをお願いいたします。 

 １、国保世帯及び被保険者の状況を前年度と比較しますと、世帯数は２８年度平均

で４,０６５世帯となります。前年度より５０世帯減少、平均被保険者数は７,３４２

人となり、前年度より１９６人減少しております。７５歳以上の後期高齢者医療に移

行することもあり、被保険者数は減少傾向にございます。  
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 ２、医療費の状況につきましては、総医療費で、対前年度比マイナスの４.５６％の

減で、１人当たりの医療費も２.０１％の減となっております。 

 ３、保険給付等の状況につきましては、国保で負担した金額となりますけども、療

養諸費の合計が、前年度より４.０３％の減となっております。 

 総合的に被保険者数の減、診療報酬改定による減が影響しているものと考えられま

す。 

 ２２ページ、国保税の状況につきましては、滞納分は０.５％下回り、収納率１１.

７４％となりましたけども、現年分は１.４７％上回り、収納率９５.９４％となりま

した。 

 収納対策アドバイザーの指導等の効果と考えておりますが、今後も収納率の向上に

努めていきたいというふうに考えております。 

 ５、レセプト点検の実績です。 

 レセプト点検業務は、年間約６００万の委託料を支払い、業者に委託し実施をして

おります。前年度から効果額は減少しておりますが、これは国保連合会で実施してい

る１次点検の強化により、２次点検を実施している市町村での効果額が減少している

ものです。それでも１,４００万以上の効果額は出ているところでございます。 

 ６、ジェネリック医薬品の使用促進です。 

 ジェネリック医薬品の使用促進にあたりましては、ジェネリック医薬品を使用した

場合に、薬剤費の削減効果がある被保険者に対し、ジェネリック医薬品と先発医薬品

との差額通知を実施しておりますけども、この通知による削減額が、前年度から２２

２万９,０００円増の８６２万３,０００円となっております。今後も継続して取り組

みをしていきたいというふうに考えております。 

 ２３ページ、７、徴収金等の状況です。 

 交通事故などによる第三者行為と資格喪失後受診の医療費返還の合計が、前年度か

ら１,８９１万円増の２,４２８万４,０００円と大幅に増額しておりますが、これは先

ほどご説明しましたように、第三者行為によります１件で、高額納付金があったこと

によるものです。 

 ８、特定健診・特定保健指導です。 

 集団健診を２９回実施いたしました。対象者数４,９３２名、受診者数１,７０４名

で、受診率は暫定値で３４.５％で、受診率は暫定ですが、前年度より０.４％増加し

ております。 

 昨日もご説明申し上げましたけども、今後も受診しやすい健診体制の確立に向け、

受診率向上対策に努めていきたいというふうに考えております。 

 特定健診の結果は、そこに記載しているようなとおりでございます。 

 ２４ページ、９、重症化予防の取組です。 

 特定保健指導対象者等を対象に、メタボ予防解消のための運動教室、糖尿病予防改

善のための血糖値改善教室を実施いたしました。いずれの教室におきましても、生活

習慣病全般に対する予防効果が期待できるという結果が出ております。 

 健康寿命の延伸に視点を置いた各種事業の推進です。 

 運動習慣を身に付けてもらうことを目的として、エクササイズスペース、夜のフィ

ットネスのことですけども、と地域への運動出前講座を実施しました。いずれも健康

運動指導士の指導により実施したものです。国保会計からの支出ではございません

が、少しございますけども、関連ということで、ラジオ体操、ウォーキング事業も記

載をさせていただいております。 

 最後に、１１、当面の課題についての記載のとおりでございますけども、平成２８

年度は、実質単年度収支は医療費の抑制に絡み、大幅に県調整交付金の増額が要因と

なり、４,５８８万８,０００円の黒字となりました。 
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 この実質単年度収支に法定外繰入金１億円を加算し、１億４,５８８万８,０００円

が単年度収支となり、これまでの繰上充用額２億４,８４１万３,０００円から差し引

き、累積赤字がマイナスの１億２５２万４,０００円となり、累積赤字の減額と大きく

好転をいたしました。これは、これまでの国保税増税、交付金等の確保、繰入金、医

療費の削減対策などの、これまでの取り組みが少しずつ実を結び始めてきたものと考

えております。 

 しかしながら、２９年度がこのように好転するかは不明でございます。平成３０年

度には県単位によります広域化の制度改正が待ったなしの状況でありますので、この

国保広域化対策と同時に赤字解消に向けた取り組みと医療費抑制対策、特定健診受診

率向上対策を強化し、重症化予防対象者への早期介入、要医療者への受診勧奨を引き

続き行っていく必要があるというふうに考えております。 

 具体的措置につきましては、２６ページの記載どおり、これまでの２８年度までを

見まして、８項目にまとめさせていただいておりますので、ご一読いただければと思

っております。 

 以上で、平成２８年度国民健康保険事業特別会計決算及び実績報告書の説明を終わ

らせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

一木委員 

 一木委員  ２０９ページでございます。 

 国民健康保険税、収入未済額ということで、現年課税分、医療給付費分、それから

後期高齢者支援金分と介護納付金分ということで、合計が２,８１４万２,７３３円と

いうことで、滞納繰越分がさらに１億９１０万９,６７０円ということで、合計します

と、２億１,９１６万２,４０３円ということになるわけでございます。そういうふう

に記載されております。 

 平成２８年度の歳入歳出差引額が１億２５２万４,０００円ということで、実質収支

額として累積赤字が、赤字欠損ということになっておるわけでございます。そのよう

に説明を受けております。 

 国保税の公平性の観点からも、このような状況が続いているということはですね、

やはり更なる対策等を講じていかなければいけないというふうに考えるわけでござ

います。 

 担当所管、町のほうも、そういった努力をなされてあるところでございますけどで

すね、また先ほどは累積赤字の削減に貢献されたということですね、理解はできるわ

けでございますけれども、更なる努力が必要であるというふうに考えるわけでござい

ます。その点についての見解を求めたいと思います。 

 委 員 長  健康課長  

 健康課長  お答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり未済額がございますので。 

 昨年は、先ほど結果報告いたしましたように、アドバイザーのご指導もありまして、

収納率も伸ばさせていただいております。引き続き、最後の課題のところでも申し上

げましたように、更なる対策を含めて、職員一丸となって収納率向上対策には、アド

バイザーの指導を受けながら夜間訪問徴収、それから別途督促状発送、そういった部

分を踏まえて、一層の努力をして収納率の向上を上げたいというふうに思っておりま

す。以上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 
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 これから、認定第２号「平成２８年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第２号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第２号「平成２８年度筑前町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定いたしました。 

 委 員 長  認定第３号「平成２８年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

健康課長 

 健康課長  まずは、国保特会決算認定、ありがとうございました。 

 続きまして、後期高齢者医療特別会計の説明をさせていただきます。 

 まず、最初に決算について、ご説明いたします。 

 決算書の２９６ページをお願いいたします。 

 まず、歳出からご説明申し上げます。 

 歳出、１款１項１目一般管理費、前年度から２７万５,０００円増の、支出総額１５

９万５,０００円です。 

 主な支出としましては、１２節役務費の保険証の郵送費となっております。 

 １款２項１目徴収費、前年度から１万６,０００円減の、支出総額５３万７,０００

円です。 

 主な支出は、１２節役務費４４万７,０００円の保険料賦課通知に要した費用ですけ

ども、当初見込み以上に督促等の発送が多かったため予算不足が生じ、予備費から５

万６,０００円を充用しております。 

 また、１１節需用費で窓空き封筒に不足が生じ、印刷する必要が生じましたけども、

予算計上はなく予備費から７万１,０００円充用し対応をしております。 

 いずれも補正対応が間に合わず、予備費充用し対応したものでございます。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、前年度から７６６万１,０００円増

の、支出総額３億３,０５２万１,０００円を支出しております。 

 なお、今回の決算書備考欄に基盤安定負担金の記載がございますけども、前年度ま

では保険料負担金の中で支出をしていたものを、平成２８年度から明確にしたもので

ございます。 

 ３款１項償還金及び還付加算金、前年度から７１万１,０００円増の、支出総額１１

２万９,０００円を支出しております。 

 また、保険料還付金が当初見込みを上回ったため予算不足が生じ、補正対応では間

に合わず、予備費から１２万７,０００円を充用し、対応をさせていただいております。 

 ２９８ページ、４款１項１目予備費。 

 先ほどご説明いたしましたように、１款２項１目徴収費に１２万７,０００円、３款

１項償還金及び還付加算金に１２万７,０００円、計２５万４,０００円を予備費充用

としてさせていただいております。 

 予算現額３億４,１３０万６,０００円に対し、支出済額３億３,３７８万円で、歳出

決算を終えております。 

 次に、ちょっと戻っていただきまして、２９０ページ、歳入でございます。 
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 １款１項後期高齢者医療保険料です。 

 １目特別徴収保険料の収入済額は、前年度から２９４万２,０００円増の１億４,１

２３万３,０００円となり、収入額が調定額を上回っておりますけども、２３万６,０

００円は還付未済額となっております。 

 ２目普通徴収保険料は、前年度とほぼ変わらずの８,８２０万円となっております。 

 ２款使用料及び手数料です。 

 ２目督促手数料、前年度から１万６,０００円増の１２万４,０００円となっており

ます。 

 ４款繰入金です。 

 ２９２ページ、１項１目事務費繰入金、前年度から１８７万８,０００円減の７６６

万１,０００円です。 

 減の主な要因としましては、２８年度から広域連合事務費のみ、繰り入れまして、

町の事務費分につきましては、この特会の繰越金の中で対応したことから、減額とな

っております。 

 ２目保険基盤安定繰入金、前年度から２６３万３,０００円増の９,２６１万２,００

０円を繰り入れております。 

 ５款繰越金８３３万８,０００円は、前年度からの繰越金となっております。 

 ６款諸収入です。 

 １項１目延滞金として１５万６,０００円、２項１目保険料還付金として２８万４,

０００円を広域連合より受け入れております。 

 歳入予算現額３億４,１３０万６,０００円に対し、収入済額３億３,８６１万５,００

０円で歳入決算を終えております。 

 ３００ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書ですけども、歳入歳出差引額が４８３万５,０００円となって

おります。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料でご説明申し上げます。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 総括に記載しておりますけども、後期高齢者医療に関する町での業務は、保険料の

徴収・相談、申請や届け出の受付、保険証の引き渡し等を行っております。 

 １、被保険者の状況ですけども、２８年度末時点で、前年度から８８人増加の４,

０６２人となっております。 

 ２の主な予算の執行状況ですけども、決算書と重複いたしますので、保険料の収納

状況だけご説明いたします。 

 現年分の保険料調定額は、前年度から３９０万６,０００円増の２億２,９９５万１,

０００円で、収納額は前年度から３００万１,０００円増の２億２,７８７万５,０００

円となりましたけども、収納率は前年度から０.３８％減の９９.１０％となりました。 

 滞納分の保険料調定額につきましては、前年度から３９万７,０００円増の５０４万

７,０００円で、収納額は、前年度から５万１,０００円減の１５５万８,０００円とな

り、収納率３０.８８％で、前年度から３.７４％の減となりました。 

 なお、現年分の特別徴収の収納率が１００.１７％となっていますのは、昨年度と同

じでございますが、決算時点で還付未済額が含まれているため、収納額が調定額を上

回っているものです。 

 前年度から収納率が低下しており、戸別訪問などの実施により収納対策の強化を図

りたいというふうに考えております。 

 ２８ページ、３、重点施策につきましては、広報活動の充実に努めました。広報紙

の掲載、窓口でのリーフレット配布などの取り組みを行ったところです。 

 次に、保険料収納率の向上ですけども、現年分と滞納分を合わせまして、県下の平
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均収納率は９９.１６％に対し、本町の収納率は９８.９７％と０.１９％の減という結

果となっております。 

 先ほど説明いたしましたように、少なくとも県平均には昨年度なっておりましたけ

ども、今回残念ながら０.１９％の減となっておりますので、最低でも県下平均になる

よう戸別訪問などの実施によりまして、収納対策の強化を図りたいというふうに考え

ております。 

 ２９ページ、不納欠損につきましては、県の事務指導もございまして、不納欠損事

由に該当するものにつきましては適切に事務処理を行い、合計２６件、７０万６,００

０円を不納欠損処理しております。  

 内訳につきましては、２９ページのとおりでございますけども、多くは死亡による

時効成立によるものです。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

河内委員 

 河内委員  資料の２７ページです。 

 滞納分ですね、金額はあるんですが、件数的にはどのような推移になっているか、

分かったら教えてください。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えいたします。 

 ２７ページの滞納分の普通徴収調定額の２８年度の５０４万７,４９３円の件数と

いうことでよろしいでしょうか。 

 ３９６件となっております。 

 前年度、２７年度分ですか。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  資料を持ち合わせておりませんので、また後でご報告したいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

 委 員 長  他にございませんか。 

田口委員 

 田口委員  資料の２７ページですが、還付が出ておるというふうなことですが、どんな通知と

いうか、どんな方法でお知らせしてあるのか。 

 なんか、これを見るとですね、オレオレ詐欺事件が発生しないかどうかというふう

なことで、ちょっと頭に浮かびましたのでですね、どんなふうに処置してあるかです

ね、ちょっとお尋ねします。 

 委 員 長  健康課長 

 健康課長  お答えします。 

 大事なことだろうと思います。お年寄りが騙されないためにもですね。 

 還付がございましたら、まず、その方の該当者の方に通知をいたしております。還

付がございますよということで。 

 その方に口座の登録があれば、そちらの口座に振り込みをさせていただきますとい

うことをしておりますけども、口座がない場合がございますので、そのときは担当の

ほうに連絡をいただいて、口座番号を確認して、そちらのほうに振り込みをさせてい

ただいているような状況でございます。以上です。 

 委 員 長  他にございませんか。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第３号「平成２８年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について」を、採決したいと思います。 
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 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第３号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第３号「平成２８年度筑前町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」は、認定すべきものと決定いたしました。 

 休  憩   

 委 員 長  ここで休憩をします。 

 ３時５５分から再開します。 

（１５：４３） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１５：５５） 

 委 員 長  先ほどの後期高齢者医療特別会計の河内委員の質疑の件で健康課長から発言の申

し出があっておりますので、これを許可します。 

健康課長 

 健康課長  先ほどの河内委員のご回答をさせていただきたいと思います。 

 資料２７ページの平成２７年度滞納分の普通徴収調定額につきましては、３８８件

でございます。２８年度は先ほど申しましたように、３９６件になっております。 

 これはあくまでも件数ですので、人数じゃございませんので、その辺りだけお間違

いのないようよろしくお願いいたします。以上です。 

 委 員 長  認定第４号「平成２８年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

人権・同和対策室長 

人権・同和対

策室長 

 それでは、住宅新築資金等貸付事業特別会計につきまして、ご説明をさせていただ

きます。 

 決算書の２５３、２５４ページをお願いいたします。 

 まず、歳出につきまして、ご説明をいたします。 

 １款１項１目一般管理費、予算現額３２１万２,０００円、支出済額３２０万１,２

２４円です。これは、特別会計事務に係る経費や弁護士相談の委託料、及び事務に従

事しました職員の給与の一部として３００万円を一般会計に繰り出したものでござ

います。 

 ２目財政調整基金費、予算現額２１万７,０００円、支出額２１万６,８５０円。こ

れは、財政調整基金の利子の積立金でございます。 

 ２款１項公債費、予算現額７３万７,０００円、支出額７３万５,８８２円、借入先

のかんぽ生命保険機構への償還金です。元金が６９万４,６４３円、利子が４万１,２

３９円になっております。 

 ３款１項１目予備費は、支出はございませんでした。 

 歳出の合計額４９３万１,０４４円となっております。 

 次に、歳入について、ご説明をいたします。 

 ２４９ページ、２５０ページをお願いいたします。 

 １款１項県補助金、１目は住宅新築資金等借入金の利子補給金で１万７,０００円の

収入、２目が償還推進助成事業で、貸付金回収不能な状態であると国が認めた場合の
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助成金が４１６万１,０００円と、事務費の補助として４５万３,０００円、計４６１

万４,０００円の収入でございます。 

 ２款１項財産収入は、財政調整基金の利子で２１万６,８５０円です。 

 ４款繰越金は、前年度繰越金８０１万４,７１７円です。 

 ５款諸収入です。 

 ２５１、２５２ページをお願いいたします。 

 ２款貸付金元利収入は借受人からの返済金です。貸付種類別に受け入れをしていま

す。合わせて４６６万８,５０９円となっております。 

 歳入合計としまして、１,７５３万１,０７６円になっております。 

 ２５５ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書です。 

 歳入総額１,７５３万１,０００円、歳出総額４１５万４,０００円、差し引き１,３３

７万７,０００円で、実質収支額は同額の１,３３７万７千円です。 

 続きまして、決算審査特別委員会資料の３０ページをお願いいたします。 

 住宅新築資金等貸付事業につきましては、総括に記載しておりますけれども、借入

者や保証人の死亡、借入者の高齢化に伴う生活状況の変化や経済変動による生活困窮

などにより返済が難しいケースも多く、貸付金の滞納額が１億６,０００万円近くに上

っており、その回収が大きな課題となっております。 

 ２８年度末の滞納件数につきましては、そちらに記載しておりますとおり、合計で

７６件となっております。 

 ３１ページに貸付金の回収状況を、添付をさせていただいております。 

 現年度分、過年度分合わせまして、収入が４６６万８,５０９円、収入未済額が１億

５,９７４万８７７円で、平成２８年度の回収率は２.８４％となっております。 

 借入者ごとの情報管理、時効の管理、また電話や督促、面談等で納付の推進を行い

ながら、必要に応じて弁護士相談の活用なども併せて取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

 以上で、説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第４号「平成２８年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第４号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第４号「平成２８年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳

入歳出決算の認定について」は、認定すべきものと決定いたしました。 

 委 員 長  続きまして、認定第５号「平成２８年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

上下水道課長 
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上下水道課長  それでは、平成２８年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について、ご説明

申し上げます。 

 初めに、決算の状況について、ご説明申し上げます。 

 決算書の２６４ページをお開き願いたいと思います。 

 まず、最初の説明でございます。 

 人件費等の義務的経費については省略させていただきます。 

 １款１項１目農業集落排水施設管理費、支出総額６,２００万１,０００円、になっ

ております。 

 主なものは、需用費等で浄化センター及びマンホール場の電気、修繕、委託料にお

いては、浄化センターの運転管理委託、汚泥運搬委託、管路巡視点検・清掃委託等々

でございます。 

 併せて工事費といたしまして、新築等に伴います汚水管渠費工事や公共枡設置等々

でございます。 

 ２６６ページをお開き願います。 

 ２目基金費、２５節積立金、支出済額１６万円でございます。基金利子を積み立て

るものでございます。 

 ２款１項１目元金、支出済額７,９６４万円、起債償還金の元金でございます。 

 同じく２目利子、支出済額２,３４５万円、起債償還金の利子でございます。 

 以上、歳出合計、予算現額１億６,７７１万８,０００円に対しまして、支出済額１

億６,５２５万２,９７３円でございます。 

 次に、歳入について、ご説明を申し上げます。 

 決算書の２６０ページをお開き願いたいと思います。 

 １款１項１目農業集落排水事業分担金、収入済額１８７万２,０００円、新規加入の

受益者の分担金でございます。 

 ２款１項１目農業集落排水施設使用料、収入済額４,２３７万１,０００円、不納欠

損額１３万円でございます。 

 ４款１項１目一般会計繰入金、収入済額１億１,３８９万１,０００円、一般会計の

農業振興費より繰り入れをいたしたものでございます。 

 ２６２ページをお開き願います。 

 ７款１項１目農業集落排水事業債、収入済額６８０万円、上高場地区の汚水管管渠

工事に伴います起債借入金でございます。 

 以上、収入合計、予算現額１億６,７７１万８,０００円に対しまして、収入済額１

億６,６３５万４,０９２円でございます。 

 次に、平成２８年度農業集落排水事業の実績報告書の成果と課題について、ご説明

を申し上げます。 

 別冊の平成２８年度決算審査特別委員会資料の３２ページをお開き願いたいと思

います。 

 重点施策の方向でございます。 

 農業集落排水事業の整備は、平成１２年で完了をいたしております。浄化センター

及び管路施設の維持管理、使用料徴収などの管理業務を主体として行っているところ

でございます。 

 平成２８年度につきましては、県土整備事務所の道路改良工事に伴います汚染管路

延伸工事と普及促進のための汚水管路工事といたしまして、工事延長約１５３ｍを上

高場地区内で実施をいたしたところでございます。 

 今後につきましても、経営の健全化を図るとともに、水洗化率及び使用料収納率の

向上、浄化センター及び管路施設の適正な維持管理に努めてまいりたいというふうに

考えております。 
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 具体的措置及び成果でございます。 

 事業の概要及び決算の収支の状況、処理施設の状況については記載のとおりでござ

います。 

 ３３ページをお願いいたします。 

 水洗化の状況でございます。 

 平成２８年度末の水洗化率は、上高場処理区で８７.７６％、栗田処理区で９５.６

７％となっておるところでございます。 

 施設の維持管理費は、上高場及び栗田浄化センター並びに管路施設等の維持管理の

経費でございまして、合計で４,４６３万６,０００円となったところでございます。 

 昨年度より大幅に減少しましたのは、修繕費及び運転管理費、特に電気の使用料の

減に伴うものでございます。 

 ６番、受益者分担金の徴収率は、現年度分といたしまして９５.１５％、滞納繰越分

といたしまして５２.９７％となっております。 

 同じく使用料の徴収率につきましても、現年度分は９７.４４％、滞納繰越分といた

しまして１５.１９％となったところでございます。 

 ３４ページをお開き願います。 

 不納欠損につきましては、使用料といたしまして３件、１３万８５円でございます。

執行停止後の３年経過によるものが１件、及び時効完成によるものが２件でございま

す。 

 ９番の地方債の現在高につきましては、平成２８年度末現在高で８億３,４４４万

３,０００円となったところでございます。 

 将来の課題といたしましては、ここに掲示をしておりますように４点、まずは、災

害対策、それと処理施設及び管路施設の適正な維持管理、経営の健全化、最後に上水

道の普及に伴います使用料金制度の検討を上げさせていただいているところでござ

います。 

 以上で、平成２８年度農業集落排水事業特別会計の決算状況についての説明に代え

させていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第５号「平成２８年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第５号は、認定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第５号「平成２８年度筑前町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定いたしました。 

 委 員 長  認定第６号「平成２８年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

上下水道課長 
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上下水道課長  続きまして、平成２８年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算についてのご説明

を申し上げます。 

 先ほどと同様、決算の状況について、最初にご説明を申し上げます。  

 決算書の２７９ページをお開き願います。 

 歳出の説明を最初にさせていただきます。 

 なお、人件費等の義務的経費については省略させていただきます。 

 １款１項１目公共下水道施設管理費、支出済額３億３,１２６万２,０００円でござ

います。 

 主なものといたしましては、需用費の関係で、三輪中央浄化センター及びマンホー

ルポンプ場の電気代、処理場の修繕費等々でございますし、委託料としまして、浄化

センターの運転管理委託料、汚泥処分業務、そういったものがございます。 

 ２８１ページをお開き願います。 

 水路清掃委託料といったもので支出をいたしております。 

 併せて１９節は負担金補助及び交付金ということで、支出総額１億５,０４６万８,

０００円。これにつきましては、夜須地区の流域下水道に関します宝満川浄化センタ

ーにおける汚水処理費を福岡県に支払っている維持負担金でございます。 

 ２目基金費、２５節積立金、支出済額５１万１,０００円、基金利子を積み立てるも

のでございます。 

 ２款１項１目公共下水道施設整備費、支出済額１億４,６２７万７,０００円でござ

います。 

 ２８３ページをお開き願います。 

 主なものといたしましては、そこに掲げていますように、委託費、工事費、負担金

等々でございます。 

 ３款１項１目元金、支出済額５億２,７４３万７,０００円、起債償還金の元金でご

ざいます。 

 同じく２目の利子、支出済額２億２,４５９万円、起債償還金の利子でございます。 

 以上で、支出合計は、予算現額１２億４,３８９万３,０００円に対しまして、支出

済額１２億３,００７万９,１７７円となったところでございます。 

 次に、歳入についてご説明いたします。 

 決算書の２７３ページをお開き願いたいと思います。 

 １款１項１目公共下水道事業負担金、収入済額２,３８６万４,０００円、不納欠損

額５６万４,０００円でございます。 

 ２款１項１目公共下水道施設使用料、収入済額４億１,３６１万５,０００円、不納

欠損額が９９万１,０００円でございます。 

 ３款１項１目公共下水道事業費補助金、収入済額３,２３６万円、国からの社会資本

整備総合交付金及び防災安全交付金をいただいたものでございます。 

 ２７５ページをお開き願います。 

 ６款１項１目一般会計繰入金、収入済額７億６１８万６,０００円、これにつきまし

ては、都市計画総務費から繰り入れをいたしたものでございます。 

 ７款１項１目繰越金、収入済額２０３万８,０００円、前年度からの繰越金でござい

ます。 

 ８款１項１目延滞金、収入済額１４７万１,０００円、使用料及び負担金等の延滞金

でございます。 

 ２７７ページをお開き願います。 

 ９款１項１目公共下水道事業債、収入済額５,１００万円、これにつきましては、排

水設備、汚水管路、雨水渠工事等々に伴います起債借入金でございます。 

 以上をもちまして、収入合計、予算現額１２億４,３８９万３,０００円に対しまし
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て、収入済額１２億３,２２７万４,６３１円となったところでございます。 

 次に、平成２８年度公共下水道事業実績報告書の成果と課題について、ご説明を申

し上げます。 

 平成２８年度決算審査特別委員会資料の３５ページをお開き願います。 

 重点施策の方向でございます。 

 公共下水道は、平成２５年をもって既認可区域の整備は、既に完了いたしておりま

す。 

 平成２８年度は普及促進を図るため、宅地開発に伴います汚水管路延伸工事を、砥

上地区ほか４地区で、工事延長といたしまして１０８.３ｍを実施をいたしたところで

す。併せて町内の５３カ所に公共枡を、新設をいたしておるところです。 

 また、浸水被害解消のため、依井地区の雨水渠工事、延長１３５.６ｍの整備を継続

して行いまして、平成２９年度で完了をする予定でございます。その他、下水道事業

全般におきます経営基盤強化の一環といたしまして、下水道ストックマネジメント計

画の策定や公営企業会計の移行作業を取り組んでいるところでございます。 

 具体的措置及び成果でございますけれども、１番の事業の概要、２番の決算の収支

の状況については、記載のとおりでございます。 

 ３６ページをお開き願います。 

 ３番の施設の状況につきましては、表の記載のとおりでございます。 

 ４．普及の状況につきましては、計画区域内の普及率全体で１００％となっており

ます。 

 ５．水洗化の状況につきましても、ここに記載のとおりでございます。 

 ６．施設維持管理費につきましては、平成２８年度で２億６,８７４万２,０００円

となったところでございます。 

 ３７ページをお願いいたします。 

 ７番、浄化槽維持管理費補助金につきましては、３３件の６７万円を交付いたして

おります。 

 ８番の流域下水道建設負担金５６１万７千円につきましては、県事業の筑前町分の

負担金となっております。 

 ９番、受益者負担金の収納率は、現年度分で９９.２１％、滞納分で１８.６８％、

１０．使用料の収納率につきましては、現年度分で９８.２５％、滞納分で２３.２４％

となったところでございます。 

 １１．滞納処分といたしましては、平成２８年度の差し押さえ件数として３０件、

換価充当額は８７万９,７６４円となっております。 

 ３８ページをお開き願います。 

 １２番の不納欠損でございます。 

 受益者負担金８件、５６万４,３０３円、使用料１５件、９９万１,８５０円でござ

います。 

 不納欠損の事由別明細につきましては、４２ページに掲載いたしておりますので、

後ほどご参照いただければと思います。 

 １３番の地方債の現在高の状況でございます。 

 平成２８年度末現在で１１０億５,９１３万８千円となったところでございます。 

 将来の課題でございますけれども、３点ほど掲載させていただいております。 

 農業集落排水事業と同様でございますけれども、まず１点、災害対策、２点目に経

営の健全化、３点目に上水道普及に伴います使用料金の制度の改訂、以上の３点を将

来の課題としてあげているところでございます。 

 参考のために３９ページには、福岡県が実施しております宝満川上流流域下水道事

業の全体計画と進捗状況を掲載しておりますので、ご参照いただければなと思いま
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す。 

 以上をもちまして、平成２８年度公共下水道事業特別会計の決算状況についてのご

説明に代えさせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第６号「平成２８年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を、採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第６号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第６号「平成２８年度筑前町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」は、認定すべきものと決定いたしました。 

 委 員 長  認定第７号「平成２８年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を、議題とし

ます。 

 説明を求めます。 

上下水道課長 

上下水道課長  続きまして、平成２８年度筑前町水道事業会計の決算について、ご説明を申し上げ

ます。 

 別冊の筑前町水道事業会計決算書をお手元にお願いいたします。 

 まずは、９ページをお開き願いたいと思います。 

 最初に、水道事業報告書について、ご説明を申し上げます。 

 １の概況、総括事項でございますが、平成１７年度から創設事業を開始いたしまし

て、１２年の経過になったところでございます。平成２１年から給水を一部開始いた

しまして、給水計画区域の約９５％の配水管整備が完了をいたしているところでござ

います。 

 平成２８年度につきましては、三牟田・砥上・吹田・赤坂の配水管布設工事を行い

まして、配水区域の拡大を図ったところでございます。 

 工事に伴います地元説明会等々で水道普及促進を行いまして、水道事業の加入者に

つきましては、平成２８年度末で５,４４２戸でございまして、整備済み区域の５４.

６％の加入率となったところでございます。 

 給水状況につきましては、後ほどご説明を申し上げます。 

 次に、経理の状況でございます。  

 平成２８年度の損益は５９９万８,０００円のマイナスとなったところでございま

す。 

 主な要因といたしましては、営業収益が前年度と比較いたしまして２,０８０万ほど

増加したものの、営業外収益の他会計補助金になるわけですが、の制度の一部改正に

伴いまして、大幅に減少したことによるものでございます。 

 給水人口の増加により、事業収益は伸びておりますが、同じように減価償却費等の

事業費用も増加しており、より一層の健全経営が求められるところでございます。 

 １１ページをお開き願います。 
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 工事の状況でございます。 

 ここに記載しておりますように、配水管布設工事を５工区で実施をいたしておりま

す。詳細は省かせていただきます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 業務の状況でございます。 

 業務用といたしまして、ここに掲載しておりますように、平成２８年度末給水人口

は１万４,２５６人で、普及率４８.１％、前年度と比べまして３.５％の増加となって

いるところです。 

 年間配水量は１,０２９,１１６㎥で、前年度と比べまして６.２１％の増加、年間有

収水量は、料金収入の対象となる水量でございまして、８３３,２６５㎥で、前年度に

比べまして、８.４３％の増加となったところでございます。 

 併せて１㎥当たりの供給単価は２５８.５８円、給水原価としましては４４８.０８

円となっております。 

 １３ページをお開き願います。 

 事業収入及び事業費に関する事項でございます。 

 事業収入といたしましては、４億２,２０７万８,０００円に対しまして、事業費用

が４億２,８０７万７,０００円、差し引き５９９万８,０００円の欠損となっておりま

す。 

 １４ページをお願いいたします。 

 １４ページは会計の状況でございます。 

 １５ページをお開き願います。 

 １５ページはキャッシュフローの計算でございまして、平成２８年度の資金期末残

高といたしましては、３億８,７３３万７,０００円となっております。 

 次に、１９ページをお開きください。 

 １９ページには、固定資産の明細書でございます。 

 平成２８年度末の残高は、中央の一番下段になるわけでございますが、７２億８,

３８０万８,０００円となっております。 

 ２０ページは、先ほどご説明申し上げました企業債の明細となっております。 

 続きまして、水道事業の決算報告書について、ご説明申し上げます。 

 申し訳ございませんが、１ページにお戻り願いたいと思います。 

 １ページの収益的収入及び支出、２ページの資本的収入及び支出については、ここ

に掲載している内容でございます。 

 １の収益的収入及び支出です。 

 水道事業収益の決算額は４億４,１３３万６,０００円に対しまして、水道事業費用

の決算額は４億３,６５７万７,０００円、差し引き４７５万８,０００円の収益となっ

ております。以上です。 

 申し訳ございません、２４ページをお開き願いたいと思います。 

 先ほど申しました収支決算についての明細になっております。消費税を含む金額と

して掲示をいたしておりますので、先ほどの金額の内訳ということでご理解をいただ

きたいと思います。 

 すみません、何度も申し訳ございませんが、２ページのほうにまたお戻り願いたい

と思います。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 資本的収入の決算額は１億８,８９０万７,０００円です。予算額に対しまして２４

万３,０００円の減収となっております。 

 資本的支出の決算額は２億５,９２２万円で、資本的収入から資本的支出を差し引

き、不足額７,０３１万３,０００円につきましては、過年度消費税及び地方消費税、
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資本的収支調整額で補填をいたすところでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ３ページにつきましては、損益計算書となっております。 

 当年度末処理欠損金につきましては、１億３,５８３万７,３３４円となったところ

でございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ４ページは、余剰金計算書及び余剰金処分計算書となっております。内容は、ここ

に記載しているとおりでございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ５ページにつきましては、貸借対照表でございまして、平成２８年度末における資

産、負債及び資本について表示をいたしたものでございます。 

 資産の分につきましては、固定資産合計額としまして６４億５,０５８万２,０００

円、流動資産合計といたしまして４億４,０３３万５,０００円、未収金５,２９９万７,

０００円。 

 未収金の主なものといたしましては、国庫補助金、消費税還付金でございます。 

 資産合計といたしまして６８億９,０９１万７,０００円でございます。 

 ６ページにつきましては、負債の部及び資本の部を掲示いたしております。 

 次に、平成２８年度筑前町水道事業実績報告書について、ご説明を申し上げたいと

思います。 

 平成２８年度決算審査特別委員会資料の４４ページをお開き願いたいと思います。 

 主要施策の方向、具体的措置及び成果の水道事業創設事業について、２番の給水状

況について、及び４５ページの３、経理状況については、先ほどと重複します関係で、

後ほどご覧いただきたいと思います。 

 ４６ページをお開き願います。 

 ４番の加入金及び使用料の収納状況でございます。 

 下表のとおりでございまして、平成２８年度水道加入金、現年分の徴収率は９２.

７８％、収入未済額が１８９万６,０００円です。昨年度より２.５５％減少いたして

おります。 

 過年度分の徴収率は７６.６４％で、収入未済額が３３万９,０００円でございます。

昨年より３.２３％減少いたしております。 

 平成２８年度水道使用料金現年分の徴収率は９９.３６％で、収入未済額が１４８万

６,０００円でございます。昨年より０.１１％減少いたしております。 

 過年度分の徴収率は８５.７８％で、収入未済額が１８万３,０００円でございます。

これにつきましても昨年度より４.９２％減少いたしておるところでございます。 

 対応といたしましては、滞納者に対して、随時電話催告、訪問徴収、給水停止を随

時実施しながら、納入の促進を促しているところでございます。 

 最後に、将来の課題でございます。 

 水道事業におきましては、６点ほどあげさせていただいております。 

 まず１点目、安全・安心な水道水の安定供給、２点目といたしまして、水道創設事

業の推進、現在の予定では平成３０年度で完了の予定でございます。 

 ３番目、水道事業への加入率の向上、４番目、内線部工事未接続者の解消、５番目、

加入金及び使用料の滞納解消、６番目、水道事業経営の健全化、以上６点を課題と掲

げまして、取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 以上をもちまして、水道事業会計の決算のご説明に代えさせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 
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 委 員 長  質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、認定第７号「平成２８年度筑前町水道事業会計決算の認定について」を、

採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第７号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第７号「平成２８年度筑前町水道事業会計決算の認定について」

は、認定すべきものと決定いたしました。 

 委 員 長  認定第８号「平成２８年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

都市計画課長 

都市計画課長  平成２８年度工業用地造成事業特別会計について、ご説明いたします。 

 歳入歳出決算書、３０１ページからでございます。 

 取り扱う項目は少ないため、歳入歳出決算事項別明細書でご説明いたします。 

 ３０５ページの歳入をお願いします。 

 歳入の予算現額は、当初予算額、１款１項１目一般会計繰入金２億９,３７２万９,

０００円、及び４款１項１目繰越金２０７万３,０００円を合わせ、２億９,５８０万

２,０００円です。 

 続いて、３０７ページの歳出をお願いします。 

 １款１項１目工業団地造成事業費、予算現額２億９,５６０万２,０００円で、うち

１億９,９６６万３,０００円を執行いたしました。 

 それでは、執行した主なものについて、ご説明いたします。 

 １３節委託料はヤクルト工業用地の確定測量業務委託等に２８７万２,０００円、土

壌調査５カ所のスクリーニング調査、また、先行しました１カ所３６ポイントの土壌

分析調査業務委託として２７８万９,０００円を執行しました。 

 １５節工事請負費は、ヤクルト工業用地関連で８,９４０万６,０００円、本体造成

工事が８,３２３万９,０００円、水道等整備工事が４００万１,０００円、光ケーブル

移設工事が２１６万５,０００円となっています。また、調整池維持管理工事として１

０１万５,０００円を執行いたしました。 

 １７節公有財産購入費は１億１０２万６,０００円を執行いたしております。 

 農地の買収費として９,７３０万５,０００円、また、工業用地の先行取得として、

山林原野、雑種地を約４,４００㎡を買収しております。３７２万１,０００円となっ

ています。 

 ２款予備費２０万円は、支出予定がなかったため、全額不用額として次年度に繰り

越しします。 

 ３０９ページをお願いいたします。 

 歳入総額２億９,５８０万３,０００円、歳出総額１億９,９６６万３,０００円、歳入

歳出差引額９,６１４万円となっています。 

 このうち繰越明許費として９,２７４万２,０００円を確保し、実質収支額３３９万

８,０００円は、決算承認後平成２９年度へ繰り越し処理をいたしております。 

 引き続き、決算審査特別委員会資料をお願いします。 
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 ４７ページをお願いいたします。 

 事業実績報告の成果と課題を記載しています。 

 まず、重点施策の方向です。 

 福岡県では、北部九州自動車産業アジア先進拠点推進構想を拡充しながら、すそ野

の広い自動車製造業の取り組みに力を注いでいましたので、本町としましても情報共

有いたしていました。 

 しかしながら、新興国の需要拡大に伴い、世界的な生産拠点間の競争が激化してお

り、自動車産業は大きな転換期を迎えています。 

 筑前町の後期基本計画の目標に「活力と交流に満ちた“ちくぜん”」として、工業

の振興また筑前町総合戦略ハッピープランでは、企業誘致の推進を掲げています。 

 企業誘致活動を通じて、地域経済の活性化と雇用の場の確保を図ることとしていま

す。特に、主要地方道久留米筑紫野沿線の四三嶋地区を企業誘致ゾーンに定め、この

地区のポテンシャルは高く、企業誘致活動を積極的に推進しています。 

 平成２８年３月、株式会社ヤクルト本社立地協定から始まり、町史に残るような一

部上場企業である健康食品メーカーに、町の信頼を損なうことなく、約４６,０００㎡

の広大な用地引き渡しに向け取り組みました。今後も地域活性化の切り札は企業誘致

であるという認識のもと、さらに県の企業誘致担当部署等々と連携し、企業誘致活動

を積極的に取り組んでまいります。 

 次に、成果及び将来の課題についてです。 

 四三嶋工業用地では、企業誘致を行いました（株）岐阜多田精機が平成２４年５月

に操業を開始しており、今後の発展に期待するところです。 

 株式会社ヤクルト本社と立地協定、停止条件付売買契約、環境保全に関する協定を

締結し、平成２８年度末引き渡しに、工事及び事務を進めてまいりましたが、想定外

の土壌問題の発生により、平成２９年７月末までに引き渡すことに変更になりまし

た。 

 監督官庁である福岡県環境保全課と慎重な協議を重ね、適切に処理することとして

います。 

 今後の取り組みにつきましては、残存農地が約４.２ha ありますので、法的許認可

が容易ではありませんが、優良企業の誘致に努めてまいります。 

 また、企業誘致は競争でありますので、他市町村に見劣りしないような優遇措置も

検討していきます。 

 最後に、契約等の主要な要旨でございます。 

 契約を締結した件名は、契約等の趣旨の要旨に記載している表のとおりでございま

す。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

一木委員 

 一木委員  四三嶋地区の工業用地４.６ha の造成工事が完了し、去る７月３１日に株式会社ヤ

クルト本社への引き渡しが完了いたしております。 

 将来の課題の中で、株式会社ヤクルト本社の操業開始までの工程、奨励措置、雇用

等を課題と上げられてございます。まさしくそのとおりというふうに考えるわけでご

ざいます。 

 ヤクルト本社の本体につきましては、ヤクルト本社のほうはですね、これからこの

工程の中で計画されるということになりますけども、ぜひとも町のほうから、地元の

この工事に商工業関係の業者の方たちのですね、参画ができますようにですね、その

辺りをひとつよろしくお取り計らいをいただければというふうに願うわけでござい

ます。よろしくご配慮をお願いしたいと思います。 



 68 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。  

 地元業者の参画につきましては、ヤクルト本社のほうで選択はされるとは思います

けれど、可能な限り町のほうからも助言をしていきたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

 委 員 長  他に、質疑ございませんか。 

 質疑がないようです。 

 これで質疑を終わります。  

 これから、認定第８号「平成２８年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を、採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  異議なしと認めます。 

 認定第８号は、認定することに賛成の方は、挙手願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手全員です。 

 したがって、認定第８号「平成２８年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」は、認定すべきものと決定いたしました。 

 委 員 長  本特別委員会に付託されました認定第１号から認定第８号までの審査が全部終了

しました。 

 ここで、副町長のあいさつがございます。 

中野副町長 

 副町長  一言お礼を申し上げます。 

 ２日間にわたる決算審査特別委員会におきまして、平成２８年度一般会計並びに７

つの特別会計の決算、そして各会計の決算に係る主要施策の成果及び将来の課題をご

説明いたしましたところ、当委員会におきまして慎重審議賜り、認定第１号から第８

号まで、すべての会計におきまして、認定いただきましたことを心から感謝しお礼申

し上げます。誠にありがとうございました。 

 当委員会におきまして、各委員の皆様方からいただいたご意見、ご指摘事項等々、

即本年度において反映できるものについては、早速早急に取り組みを行い、より良い

町づくりに邁進したいというふうに思っております。 

 本日は誠にありがとうございました。町長に代わりお礼のあいさつとさせていただ

きます。 

 閉  会  

 委 員 長  これをもちまして、決算審査特別委員会を閉会します。 

 たいへんお疲れさまでございました。 

（１６：４６） 

 上記会議の経過を記載し、その相違ないことを 

証するために署名する。 
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